
Title アラブ文法学における５分類 : 枠組みの受容・継
承・変革

Author(s) 岡崎, 英樹

Citation アラブ・イスラム研究. 2022, 20, p. 105-122

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/106159

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



 
 
 
 

アラブ文法学における 分類

─枠組みの受容・継承・変革 ─

 
岡 崎 英 樹

 
 

Fivefold Categorization in Arabic Grammar 
― Acceptance, Succession, and Modification ― 

 
Hideki OKAZAKI 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抜 刷

「アラブ・イスラム研究」第20号 2022年
 

Journal of Arabic and Islamic Studies 
  ة  ـي  ـة والإسلام  ـي  ـب ا ر  ـع  ـات ال  ـدراس  ـة ال  ـل  ـج  ـم 

Vol. 20, 2022 
  



アラブ・イスラム研究  第20号 (2022) 

〔22／22〕 

web12 :https://knisja.mt/fdawn-il-jiem-nakkumpanjaw-il-mulej-li-gej-fostna-l-arcisqof/ 
web13 :https://www.illum.com.mt/ahbarijiet/politika/49097/_lewropa_trid_tif-

hem_li_anke_dawk_li_jgixu_filperiferiji_gandhom_leen_____ian_borg#.YjhtjDVUtGM  
web14 :https://www.j2e.com/?id=UFo1TXdJRVJQRjRkU2hzcA==&wp&blog=-1&revision=1 
web15 :https://www.facebook.com/181407188699604/posts/l-importanti-hu-li-dak-li-jigi-

maqbul-jigi-attwat/942254962614819/ 
web16 :https://www.facebook.com/sergmallia/photos/a.317584132403275/825024101659273/?t

ype=3 
web17 :https://newsbook.com.mt/xinhi-d-differenza-bejn-rih-u-influwenza/ 
web18 :https://ecourts.gov.mt/onlineservices/Judgements/PrintPdf?JudgementId=0&CaseJudge

mentId=40538 
web19 :https://curriculumcms.gov.mt/en/Examination-Papers/Secondary-

Papers/2016/Documents/Geography/Geography%20-%20Form%201/geography_f1_gen_201
6_mv.pdf 

web20 :https://www.crpd.org.mt/mt/xrara-ta-indipendenza-ta-clifford-portelli-spinal-cord-
injury-day-2021/ 

web21 :https://newsbook.com.mt/delia-ghandu-lil-michael-farrugia-muscat-ghandu-lil-kristy/ 
web22 :https://tvmnews.mt/news/ara-ic-ckejkna-francesca-titbissem-lid-dinja-u-taghti-kuragg-

lit-tfal-bid-syndrome/ 
web23 :https://www.facebook.com/thepeopleofmalta/photos/fiha-%C4%A7afna-

xog%C4%A7ol-biex-tag%C4%A7mel-din-il-wirja-is-sodisfazzjon-qabel-xejn-huwa-
g%C4%A7al/1037127403055417/ 

web24 :https://www.facebook.com/thepeopleofmalta/posts/3806612062773590  
web25 :https://www.illum.com.mt/opinjoni/politika/61651/saviour_balzan___la_tmisshomx#.Y

kHIqDVUtGM 
web26 :https://www.j2e.com/?id=MXFheXJDNFBqWFpTVEhrYw==&wp&blog=2&revision=3  
 
 
 

アラブ文法学における5分類／岡崎 英樹 

 

〔1／18〕 

 
アアララブブ文文法法学学ににおおけけるる５５分分類類 
——  枠組みの受容・継承・変革 ——  

 
岡崎 英樹   

 

 
Fivefold Categorization in Arabic Grammar 

— Acceptance, Succession, and Modification — 
 

In his work al-ʾUṣūl fī an-Naḥw, Ibn as-Sarrāǧ provided at least 15 grammatical cat-
egories consisting of precisely five members. Most of these five divisions were passed 

down to Ibn as-Sarrāǧ’s successors, al-Fārisī and Ibn Ǧinnī, who contributed to  establish-
ing the standard grammatical view developed in the 10th century. However, in later peri-
ods, almost all of these works were altered, with the frameworks subject to minor and ex-
tensive modifications. For instance, in 10 out of 15 categories, some were drastically re-
constructed while others were left as is in grammatical works. This study will consider the 
formulation process of the fivefold categorization by employing the following. First, the 

study will analyze the description in Sībawayhi’s al-Kitāb and al-Mubarrad’s al-Muqtaḍab, 
composed in the 8th and 9th centuries, respectively. Second, it will focus on the ac-
ceptance of the grammatical standardization in the treatises of az-Zaǧǧāǧī, al-Fārisī, and 
Ibn Ǧinnī, who were disciples of Ibn as-Sarrāǧ. Finally, it will examine the  succession and 
modification of the categorization by grammarians from the 11th century onward, such as 
al-Ǧurǧānī, az-Zamaḫšarī, Ibn Mālik, al-ʾAstarābāḏī, Ibn Hišām, and as-Suyūṭī. 
 

１１. はじめに 
イスラームの5つの柱 (ʾarkān al-ʾislām al-ḫamsa)、5回の礼拝 (aṣ-ṣalawāt al-ḫams)、5

つの法判断 (al-ʾaḥkām al-ḫamsa) などと同様に、要素が5つにまとめられているもの

は、アラブ伝統文法においても多くみられ、いくつかの文法事項の5分類については

これまでにも考察がなされてきた。岡崎 (2003) は、10世紀のイブン・アッサッラー

ジュ (Ibn as-Sarrāǧ, d. 928) が、マフウール及びマフウールに類するものに加え、名詞

主格、誓い、呼びかけ、ʾinna とその姉妹語など広範囲に及ぶ文法事項において5分類

を行っていることを指摘している。また、Sheyhatovitch (2019) は、「5」という数字

が持つ文化的な意味との関連を視野に入れつつ、タンウィーン、名詞の限定、同格語

――― 
＊
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類などに絞って、伝統文法における5分類とその妥当性について詳細な検証を行って

いる。しかしながら、5分類と文化的背景との関連については、未だに十分な考察に

至っていないのが実情である。また、どれだけの5分類が存在し、各々がどの文法書

に記されているのか、そして、後世におけるそれらの受容といった観点からの包括的

研究は未だに行われていない。これらのことから、アラブ伝統文法を通しての5分類

の全体像と、個々の文法項目の受容と継承についての基本的な情報を整理する必要が

あると考えられる。 
本稿では、10世紀のイブン・アッサッラージュが al-ʾUṣūl fī an-Naḥw（以下、al-

ʾUṣūl）の中で、15の文法項目について行った5分類を起点とし、それ以前のスィーバ

ワイヒ (Sībawayhi, d. 793?) の al-Kitāb と、アルムバッラド (al-Mubarrad, d. 898) の 
al-Muqtaḍab にみられる記述を検証する。これによって、文法学初期に5分類された各

文法項目の標準的見解が定まっていく過程を概観する。次に、イブン・アッサッラー

ジュと同時代の弟子たちの見解を、アッザッジャージー  (az-Zaǧǧāǧī, d. 949) の al-
Ǧumal、アルファーリスィー (al-Fārisī, d. 987) の al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw、イブン・

ジンニー (Ibn Ǧinnī, d. 1002) の al-Lumaʿ fī an-Naḥw などの記述から、5分類の受容と

いう観点から検証する。そして、11世紀以降、16世紀頃までの文法書の中から、アル

ジュルジャーニー (al-Ǧurǧānī, d. 1078) の al-Muqtaṣid fī Šarḥ al-ʾĪḍāḥ、アッザマフシ

ャリー (az-Zamaḫšarī, d. 1144) の al-Mufaṣṣal fī ʿIlm al-ʿArabiyya、イブン・マーリク 

(Ibn Mālik, d. 1274) の Šarḥ at-Tashīl、アルアスタラーバーズィー (al-ʾAstarābāḏī, d. 
1287 or 1289) の Šarḥ Kāfiyat Ibn al-Ḥāǧib、イブン・ヒシャーム (Ibn Hišām, d. 1360) 
の Qaṭr an-Nadā wa-Ball aṣ-Ṣadā、アッスユーティー (as-Suyūṭī, d. 1505) の Hamʿ al-
Hawāmiʿ fī Šarḥ Ǧamʿ al-Ǧawāmiʿ などの記述を検証する。これにより、アラブ文法学

の歴史を通して、5分類がどのように受け入れられたか、また、どのように修正され

継承されたのかを明らかにする。 

 
２２. イブン・アッサッラージュによる５分類 

イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl は、それ以前の文法書と比べると、系統立っ

た文法事項の配列がなされているため、5分類についても明確に示されていることが

多い。また、5分類がなされている文法項目の数も比較的多くみられるため、al-ʾUṣūl
の5分類を起点として、その前後でいかに受け継がれたり、修正されたりしたのかを

整理する。 
イブン・アッサッラージュの5分類の中には、先人から受け継いだものと、そうで

はないものとがあるが、それらの区別は必ずしも容易ではない。スィーバワイヒやア

ルムバッラドの記述は、同じ範疇で括ることができる項目でも、複数の章に分散して

記載がなされているため、著者が5分類を認識しているか否かを読み取ることができ

ない場合も少なくない。 
また、他の文法書には記載されているにもかかわらず、al-ʾUṣūl では言及されてい

ない5分類も存在する。名詞 ʾab (父) は、たとえば -ka のような人称代名詞・接尾形
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が後続すると、格変化語尾が長母音化して ʾabū-ka となる。同様の性質を持つ名詞に

ついて、イブン・アッサッラージュの弟子の一人であるアッザッジャージーはʾab, 
ʾaḫ, ḥam, fam, ḏū の5つを挙げている1)。しかし、これについてのイブン・アッサッラ

ージュの見解は al-ʾUṣūl に示されていない。これ以外にも、タンウィーン (tanwīn) の
役割の5分類についてもイブン・アッサッラージュの見解を確認することはできな

い。この5分類について Sheyhatovitch (2019: 89) は、標準化されたのは12世紀のアッ

ザマフシャリー以降であると述べている2)。 
イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl fī an-Naḥw には、文法項目の枠組みを明確に

5分類する箇所や、文法事項に該当する語を5つ列挙する箇所が合計で15ある。3巻か

らなる同書に記載されている順に列挙すると以下の通りである。 
 

(1) 名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 

(2) 限定 (maʿrifa) 
(3) マフウール (mafʿūl) 3) 
(4) 知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss) 
(5) マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
(6) ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa-ʾaḫawātu-hā) 
(7) 呼びかけ (nidāʾ) 
(8) 誓い (qasam) 
(9) 同格語類 (tawābiʿ) 
(10) 形容・記述 (naʿt) 
(11) ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 4) 
(12) 未完了形・要求法をとる辞詞 (ḥurūf allatī taǧzim) 
(13) 複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl) 

(14) 4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya) 
(15) 5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya) 

 

――― 
1) Ǧumal 18-19. ただし、すべての文法書で5分類が行われているわけではない。Sartori (2010: 36) に
よると、アッザマフシャリー、アルアンバーリー、イブン・ヒシャームなどの多くの文法家が han 
(もの) を加え6つを挙げる。 

2) アッザマフシャリー以前にも10世紀のアッザッジャージーが al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlal an-Naḥw の中で、タ

ンウィーンが持つ意味を3つに分けて言及している。Versteegh 1995: 168. 
3) 本稿では「マフウール」に訳語を与えず用いる。なお、mafʿūl の用語については、Larcher 1991; 

Levin 1991; Owens 1991; Peled 1999; Taha 2008; Kasher, 2012 を参照。 
4) 用語 ǧumla は「文」と解されることが多いが、一般的に、言語学の用語としての「文」を意味す

るものではない。「複数の語又は要素から成る集合体」などの意味を持ち、文脈によっては「言説」

「陳述」「節」「句」「語」などと解釈されうる。スィーバワイヒは文法用語としての ǧumla は用いて

おらず、おそらくは最初に文法用語として用いたのはアルムバッラドであると考えられる。Cf. 
Carter 1981: 375; Versteegh 1995: 214. 
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類などに絞って、伝統文法における5分類とその妥当性について詳細な検証を行って

いる。しかしながら、5分類と文化的背景との関連については、未だに十分な考察に

至っていないのが実情である。また、どれだけの5分類が存在し、各々がどの文法書

に記されているのか、そして、後世におけるそれらの受容といった観点からの包括的

研究は未だに行われていない。これらのことから、アラブ伝統文法を通しての5分類

の全体像と、個々の文法項目の受容と継承についての基本的な情報を整理する必要が

あると考えられる。 
本稿では、10世紀のイブン・アッサッラージュが al-ʾUṣūl fī an-Naḥw（以下、al-

ʾUṣūl）の中で、15の文法項目について行った5分類を起点とし、それ以前のスィーバ

ワイヒ (Sībawayhi, d. 793?) の al-Kitāb と、アルムバッラド (al-Mubarrad, d. 898) の 
al-Muqtaḍab にみられる記述を検証する。これによって、文法学初期に5分類された各

文法項目の標準的見解が定まっていく過程を概観する。次に、イブン・アッサッラー

ジュと同時代の弟子たちの見解を、アッザッジャージー  (az-Zaǧǧāǧī, d. 949) の al-
Ǧumal、アルファーリスィー (al-Fārisī, d. 987) の al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw、イブン・

ジンニー (Ibn Ǧinnī, d. 1002) の al-Lumaʿ fī an-Naḥw などの記述から、5分類の受容と

いう観点から検証する。そして、11世紀以降、16世紀頃までの文法書の中から、アル

ジュルジャーニー (al-Ǧurǧānī, d. 1078) の al-Muqtaṣid fī Šarḥ al-ʾĪḍāḥ、アッザマフシ

ャリー (az-Zamaḫšarī, d. 1144) の al-Mufaṣṣal fī ʿIlm al-ʿArabiyya、イブン・マーリク 

(Ibn Mālik, d. 1274) の Šarḥ at-Tashīl、アルアスタラーバーズィー (al-ʾAstarābāḏī, d. 
1287 or 1289) の Šarḥ Kāfiyat Ibn al-Ḥāǧib、イブン・ヒシャーム (Ibn Hišām, d. 1360) 
の Qaṭr an-Nadā wa-Ball aṣ-Ṣadā、アッスユーティー (as-Suyūṭī, d. 1505) の Hamʿ al-
Hawāmiʿ fī Šarḥ Ǧamʿ al-Ǧawāmiʿ などの記述を検証する。これにより、アラブ文法学

の歴史を通して、5分類がどのように受け入れられたか、また、どのように修正され

継承されたのかを明らかにする。 

 
２２. イブン・アッサッラージュによる５分類 

イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl は、それ以前の文法書と比べると、系統立っ

た文法事項の配列がなされているため、5分類についても明確に示されていることが

多い。また、5分類がなされている文法項目の数も比較的多くみられるため、al-ʾUṣūl
の5分類を起点として、その前後でいかに受け継がれたり、修正されたりしたのかを

整理する。 
イブン・アッサッラージュの5分類の中には、先人から受け継いだものと、そうで

はないものとがあるが、それらの区別は必ずしも容易ではない。スィーバワイヒやア

ルムバッラドの記述は、同じ範疇で括ることができる項目でも、複数の章に分散して

記載がなされているため、著者が5分類を認識しているか否かを読み取ることができ

ない場合も少なくない。 
また、他の文法書には記載されているにもかかわらず、al-ʾUṣūl では言及されてい

ない5分類も存在する。名詞 ʾab (父) は、たとえば -ka のような人称代名詞・接尾形
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が後続すると、格変化語尾が長母音化して ʾabū-ka となる。同様の性質を持つ名詞に

ついて、イブン・アッサッラージュの弟子の一人であるアッザッジャージーはʾab, 
ʾaḫ, ḥam, fam, ḏū の5つを挙げている1)。しかし、これについてのイブン・アッサッラ

ージュの見解は al-ʾUṣūl に示されていない。これ以外にも、タンウィーン (tanwīn) の
役割の5分類についてもイブン・アッサッラージュの見解を確認することはできな

い。この5分類について Sheyhatovitch (2019: 89) は、標準化されたのは12世紀のアッ

ザマフシャリー以降であると述べている2)。 
イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl fī an-Naḥw には、文法項目の枠組みを明確に

5分類する箇所や、文法事項に該当する語を5つ列挙する箇所が合計で15ある。3巻か

らなる同書に記載されている順に列挙すると以下の通りである。 
 

(1) 名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 

(2) 限定 (maʿrifa) 
(3) マフウール (mafʿūl) 3) 
(4) 知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss) 
(5) マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
(6) ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa-ʾaḫawātu-hā) 
(7) 呼びかけ (nidāʾ) 
(8) 誓い (qasam) 
(9) 同格語類 (tawābiʿ) 
(10) 形容・記述 (naʿt) 
(11) ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 4) 
(12) 未完了形・要求法をとる辞詞 (ḥurūf allatī taǧzim) 
(13) 複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl) 

(14) 4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya) 
(15) 5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya) 

 

――― 
1) Ǧumal 18-19. ただし、すべての文法書で5分類が行われているわけではない。Sartori (2010: 36) に
よると、アッザマフシャリー、アルアンバーリー、イブン・ヒシャームなどの多くの文法家が han 
(もの) を加え6つを挙げる。 

2) アッザマフシャリー以前にも10世紀のアッザッジャージーが al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlal an-Naḥw の中で、タ

ンウィーンが持つ意味を3つに分けて言及している。Versteegh 1995: 168. 
3) 本稿では「マフウール」に訳語を与えず用いる。なお、mafʿūl の用語については、Larcher 1991; 

Levin 1991; Owens 1991; Peled 1999; Taha 2008; Kasher, 2012 を参照。 
4) 用語 ǧumla は「文」と解されることが多いが、一般的に、言語学の用語としての「文」を意味す

るものではない。「複数の語又は要素から成る集合体」などの意味を持ち、文脈によっては「言説」

「陳述」「節」「句」「語」などと解釈されうる。スィーバワイヒは文法用語としての ǧumla は用いて

おらず、おそらくは最初に文法用語として用いたのはアルムバッラドであると考えられる。Cf. 
Carter 1981: 375; Versteegh 1995: 214. 
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３３ 分類の変遷

以下では、イブン・アッサッラージュが5分類を行った15の項目の各々について、

以前から存在していた枠組みなのかという観点と、10世紀以降も受容されたのかとい

う観点からまとめた。 
 

（1）名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 5) 
イブン・アッサッラージュは、名詞主格に属するものとして、①名詞文の主語

mubtadaʾ (原義  “それによって始められるもの”)、②名詞文の述語 ḫabar (原義  “情
報”)、③ [動詞文の] 主語 fāʿil (原義 “行為者”)、④受動文の [形式上の] 主語 mafʿūl 
allaḏī lam yusamma man faʿala bi-hi (原義 “誰が行ったについて言及のないマフウー

ル”)  6)、⑤主語に類するもの mušabbah bi-l-fāʿil (原義 “行為者に類するもの”) の5つを

列挙している。 
イブン・ジンニーは、受動文の主語に mafʿūl ǧuʿila al-fāʿil ḥadīṯ-an ʿan-hu の表現を

充てている点が異なるが、明確に5分類を行っている7)。アルファーリスィーは、明

確に5分類を行っておらず、該当する名詞主格に属するものを複数の章にまたがって

記載している。しかし、章立てからイブン・アッサッラージュの立場を踏襲すること

が読み取れる8)。 
アッザマフシャリーにおいては、主格は主語であることの特徴 (ʿalam al-fāʿiliyya)  9)

であるとしているが、具体的な分類を示していない。また、章立てからも読み取るこ

とは困難である。 

13世紀の文法書では、名詞主格をʿumda の範疇から解説しているものが現れる。イ

ブン・マーリクはʿumda に5つの名詞主格 (mubtadaʾ, ḫabar, fāʿil, nāʾibu-hu, šabīh bi-hi 
lafẓan) 10)を含めて説明する。アルアスタラーバーズィーも同様に、イブン・ハージブ

の「主格をとるものは、主語であることの特徴を持つものである」という言葉につい

て、動詞文の主語、名詞文の主語、名詞文の補語などを包括するʿumda の範疇から説

明する11)。 

 

――― 
5)ʾUṣūl I, 58, 62, 72, 76, 81. 
6) 初期の文法書は「受動文の主語」をマフウールと捉える呼称を選択していた。例えば、スィーバ

ワイヒは al-mafʿūl allaḏī taʿaddā-hu fiʿlu-hu ʾilā mafʿūl (Kitāb I, 14)、アルムバッラドは al-mafʿūl al-
laḏī lā yuḏkar fāʿilu-hu (Muqtaḍab IV, 50) を用いる。13世紀以降の文献では nāʾib ʿan al-fāʾil（代理

の動作主）が用いられることが多い。おそらくはイブン・マーリクによる呼称であると考えられ

る。Cf. Carter 1981: 169. 
7) Lumaʿ 9. 
8)ʾĪḍāḥ 85, 90, 101, 104, 108ff. 
9) Mufaṣṣal 18. 
10) ŠT I, 257. ʿumda と faḍla から名詞主格と名詞対格を説明する試みはアッスユーティーにもみら

れ、3つの格変化語尾に関して「主格はʿumda、対格は faḍla、属格は二つの中間 rafʿ li-l-ʿumad, wa-
naṣb li-l-faḍalāt, wa-ǧarr li-mā bayna-humā, Hamʿ I, 75」のように公式化する。 

11) ŠK I, 70. 
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（2）限定 (maʿrifa) 12) 
限定についてイブン・アッサッラージュは次のように述べる。「限定には5つのもの

がある。人称代名詞  13)、指示代名詞  14)、固有名詞、アリフとラームがあるもの、他

の名詞に属格支配されたもの。wa-l-maʿrifa ḫamsat ʾašyāʾ: al-ism al-maknī, wa-l-
mubham, wa-l-ʿalam, wa-mā fī-hi al-ʾalif wa-l-lām, wa-mā ʾuḍīfa ʾilay-hinna. ʾUṣūl I, 
149」 

用語の違いこそあれ、スィーバワイヒも明確に5分類を行っている15)。また、アッ

ザッジャージー、アルファーリスィー、イブン・ジンニーなど10世紀の文法家をはじ

め、11世紀以降の文法家に5分類が踏襲されている16)。 
しかしながら、14世紀以降の文法書には、6分類又は7分類するものも存在する。例

えば、イブン・ヒシャームは、①  muḍmar (ḍamīr) ② ʿalam ③ ʾišāra ④ mawṣūl ⑤ 
maḥallī bi-ʾalif lām al-ʿahdiyya ⑥ muḍāf li-maʿrifa の6分類を行っている17)。アッスユ

ーティーは、① muḍmar ② ʿalam ③ ʾišāra ④ mawṣūl ⑤ muʿarraf bi-ʾalif lām ⑥ al-
muḍāf ʾilā wāḥid min-hā ⑦ munādā  18) の7つに分類する19)。 
 

（3）マフウール (mafʿūl) 
イブン・アッサッラージュは、名詞対格 (manṣūbāt) の文脈で、まず、「マフウール 

(mafʿūl)」と「マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl)」の2つの下位範疇を設

定する。そして、マフウールをさらに5分類する20)。①同族目的語 (mafʿūl muṭlaq)、
②動詞の目的語 (mafʿūl bi-hi)、③時や場所を表す名詞対格 (mafʿūl fī-hi)、④理由を表

す名詞対格 (mafʿūl la-hu)、⑤“共に”を意味する名詞対格 (mafʿūl maʿa-hu)の5つであ

る。 
スィーバワイヒがいくつのマフウールを認識していたかについて、al-Kitāb で読み

取ることは容易ではない。しかし、mafʿūl muṭlaq 21)を除けば、後世で用いられること

になるマフウールについてはすべて al-Kitāb に言及がある。加えて、ʾiyyā-ka wa-l-
ʾasad-a (ライオンに気をつけろ) のような対格について、スーバワイヒは mafʿūl min-

――― 
12)「限定」について5分類の観点から考察したものとして Sheyhatovitch 2019がある。「固有名詞」や

「代名詞」については Sakaedani 2019に詳細な考察がある。 
13) イブン・アッサッラージュは「人称代名詞」を意味する用語として、ism maknī だけでなくʾiḍmār
も用いている。ʾUṣūl II, 32. 

14) この文脈での用語 mubham (曖昧な) はイブン・アッサッラージュが hāḏā, tilka, ʾulāʾika のみを例

示していることから「指示代名詞」を意味する。Sakaedani 2019: 238. また、用語 mubham には

「関係代名詞」が含まれる場合もある。Sakaedani 2019: 235‒246; Sheyhatovitch 2019: 86. 
15) al-maʿrifa ḫamsat ʾašyāʾ: al-ʾasmāʾ allatī hiya ʿalam ḫāṣṣa wa-l-muḍāf ʾilā al-maʿrifa ʾiḏā lam turid 

maʿnā at-tanwīn, wa-l-ʾalif wa-l-lām wa-l-ʾasmāʾ al-mubhama wa-l-ʾiḍmār. (Kitāb I, 187) 
16) Ǧumal 27; ʾĪḍāḥ 218; Lumaʿ 40; Mufaṣṣal 197; ŠK I, 52. 
17) Šuḏūr 117, 120, 121, 123, 129, 135; Qaṭr 103, 107, 109, 112, 123, 127. 
18) munādā の例として、yā raǧul-u が挙げられている。Hamʿ I, 186. 
19) Hamʿ I, 186, 190, 232, 244, 256, 263. 
20)ʾUṣūl I, 158ff. 
21) mafʿūl muṭlaq の用語が確認できるもっとも古い文献はイブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūlであ

ると考えられる。Cf. Levin 1991: 917. 
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３３ 分類の変遷

以下では、イブン・アッサッラージュが5分類を行った15の項目の各々について、

以前から存在していた枠組みなのかという観点と、10世紀以降も受容されたのかとい

う観点からまとめた。 
 

（1）名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 5) 
イブン・アッサッラージュは、名詞主格に属するものとして、①名詞文の主語

mubtadaʾ (原義  “それによって始められるもの”)、②名詞文の述語 ḫabar (原義  “情
報”)、③ [動詞文の] 主語 fāʿil (原義 “行為者”)、④受動文の [形式上の] 主語 mafʿūl 
allaḏī lam yusamma man faʿala bi-hi (原義 “誰が行ったについて言及のないマフウー

ル”)  6)、⑤主語に類するもの mušabbah bi-l-fāʿil (原義 “行為者に類するもの”) の5つを

列挙している。 
イブン・ジンニーは、受動文の主語に mafʿūl ǧuʿila al-fāʿil ḥadīṯ-an ʿan-hu の表現を

充てている点が異なるが、明確に5分類を行っている7)。アルファーリスィーは、明

確に5分類を行っておらず、該当する名詞主格に属するものを複数の章にまたがって

記載している。しかし、章立てからイブン・アッサッラージュの立場を踏襲すること

が読み取れる8)。 
アッザマフシャリーにおいては、主格は主語であることの特徴 (ʿalam al-fāʿiliyya)  9)

であるとしているが、具体的な分類を示していない。また、章立てからも読み取るこ

とは困難である。 

13世紀の文法書では、名詞主格をʿumda の範疇から解説しているものが現れる。イ

ブン・マーリクはʿumda に5つの名詞主格 (mubtadaʾ, ḫabar, fāʿil, nāʾibu-hu, šabīh bi-hi 
lafẓan) 10)を含めて説明する。アルアスタラーバーズィーも同様に、イブン・ハージブ

の「主格をとるものは、主語であることの特徴を持つものである」という言葉につい

て、動詞文の主語、名詞文の主語、名詞文の補語などを包括するʿumda の範疇から説

明する11)。 

 

――― 
5)ʾUṣūl I, 58, 62, 72, 76, 81. 
6) 初期の文法書は「受動文の主語」をマフウールと捉える呼称を選択していた。例えば、スィーバ

ワイヒは al-mafʿūl allaḏī taʿaddā-hu fiʿlu-hu ʾilā mafʿūl (Kitāb I, 14)、アルムバッラドは al-mafʿūl al-
laḏī lā yuḏkar fāʿilu-hu (Muqtaḍab IV, 50) を用いる。13世紀以降の文献では nāʾib ʿan al-fāʾil（代理

の動作主）が用いられることが多い。おそらくはイブン・マーリクによる呼称であると考えられ

る。Cf. Carter 1981: 169. 
7) Lumaʿ 9. 
8)ʾĪḍāḥ 85, 90, 101, 104, 108ff. 
9) Mufaṣṣal 18. 
10) ŠT I, 257. ʿumda と faḍla から名詞主格と名詞対格を説明する試みはアッスユーティーにもみら

れ、3つの格変化語尾に関して「主格はʿumda、対格は faḍla、属格は二つの中間 rafʿ li-l-ʿumad, wa-
naṣb li-l-faḍalāt, wa-ǧarr li-mā bayna-humā, Hamʿ I, 75」のように公式化する。 

11) ŠK I, 70. 
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（2）限定 (maʿrifa) 12) 
限定についてイブン・アッサッラージュは次のように述べる。「限定には5つのもの

がある。人称代名詞  13)、指示代名詞  14)、固有名詞、アリフとラームがあるもの、他

の名詞に属格支配されたもの。wa-l-maʿrifa ḫamsat ʾašyāʾ: al-ism al-maknī, wa-l-
mubham, wa-l-ʿalam, wa-mā fī-hi al-ʾalif wa-l-lām, wa-mā ʾuḍīfa ʾilay-hinna. ʾUṣūl I, 
149」 

用語の違いこそあれ、スィーバワイヒも明確に5分類を行っている15)。また、アッ

ザッジャージー、アルファーリスィー、イブン・ジンニーなど10世紀の文法家をはじ

め、11世紀以降の文法家に5分類が踏襲されている16)。 
しかしながら、14世紀以降の文法書には、6分類又は7分類するものも存在する。例

えば、イブン・ヒシャームは、①  muḍmar (ḍamīr) ② ʿalam ③ ʾišāra ④ mawṣūl ⑤ 
maḥallī bi-ʾalif lām al-ʿahdiyya ⑥ muḍāf li-maʿrifa の6分類を行っている17)。アッスユ

ーティーは、① muḍmar ② ʿalam ③ ʾišāra ④ mawṣūl ⑤ muʿarraf bi-ʾalif lām ⑥ al-
muḍāf ʾilā wāḥid min-hā ⑦ munādā  18) の7つに分類する19)。 
 

（3）マフウール (mafʿūl) 
イブン・アッサッラージュは、名詞対格 (manṣūbāt) の文脈で、まず、「マフウール 

(mafʿūl)」と「マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl)」の2つの下位範疇を設

定する。そして、マフウールをさらに5分類する20)。①同族目的語 (mafʿūl muṭlaq)、
②動詞の目的語 (mafʿūl bi-hi)、③時や場所を表す名詞対格 (mafʿūl fī-hi)、④理由を表

す名詞対格 (mafʿūl la-hu)、⑤“共に”を意味する名詞対格 (mafʿūl maʿa-hu)の5つであ

る。 
スィーバワイヒがいくつのマフウールを認識していたかについて、al-Kitāb で読み

取ることは容易ではない。しかし、mafʿūl muṭlaq 21)を除けば、後世で用いられること

になるマフウールについてはすべて al-Kitāb に言及がある。加えて、ʾiyyā-ka wa-l-
ʾasad-a (ライオンに気をつけろ) のような対格について、スーバワイヒは mafʿūl min-

――― 
12)「限定」について5分類の観点から考察したものとして Sheyhatovitch 2019がある。「固有名詞」や

「代名詞」については Sakaedani 2019に詳細な考察がある。 
13) イブン・アッサッラージュは「人称代名詞」を意味する用語として、ism maknī だけでなくʾiḍmār
も用いている。ʾUṣūl II, 32. 

14) この文脈での用語 mubham (曖昧な) はイブン・アッサッラージュが hāḏā, tilka, ʾulāʾika のみを例

示していることから「指示代名詞」を意味する。Sakaedani 2019: 238. また、用語 mubham には

「関係代名詞」が含まれる場合もある。Sakaedani 2019: 235‒246; Sheyhatovitch 2019: 86. 
15) al-maʿrifa ḫamsat ʾašyāʾ: al-ʾasmāʾ allatī hiya ʿalam ḫāṣṣa wa-l-muḍāf ʾilā al-maʿrifa ʾiḏā lam turid 

maʿnā at-tanwīn, wa-l-ʾalif wa-l-lām wa-l-ʾasmāʾ al-mubhama wa-l-ʾiḍmār. (Kitāb I, 187) 
16) Ǧumal 27; ʾĪḍāḥ 218; Lumaʿ 40; Mufaṣṣal 197; ŠK I, 52. 
17) Šuḏūr 117, 120, 121, 123, 129, 135; Qaṭr 103, 107, 109, 112, 123, 127. 
18) munādā の例として、yā raǧul-u が挙げられている。Hamʿ I, 186. 
19) Hamʿ I, 186, 190, 232, 244, 256, 263. 
20)ʾUṣūl I, 158ff. 
21) mafʿūl muṭlaq の用語が確認できるもっとも古い文献はイブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūlであ

ると考えられる。Cf. Levin 1991: 917. 
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hu と呼んでいる  22)。なお、イブン・ヒシャームやアッスユーティーは、クルアーン7
章155節の wa-ḫtāra mūsā qawm-a-hu sabʿīna raǧul-an (ムーサーは自らの民から70名の

男を選んだ) の対格 qawm-a をアッスィーラーフィーが mafʿūl min-hu と呼んだとして

いる。しかし、多くの文法家がクルアーンのこの章句を紹介するが、mafʿūl min-hu
と呼ぶ例は見いだせない  23)。mafʿūl min-hu の除外と mafʿūl muṭlaq 24)の採用の結果と

してのマフフールの5分類は、イブン・アッサッラージュによるところが大きい。 

5つのマフフールは、12世紀まではそのまま踏襲された。イブン・ジンニーについ

ては、5つのマフウールの順序までも同一である25)。アルファーリスィーやアッザマ

フシャリーも、mafʿūl la-hu と mafʿūl maʿa-hu の順序が入れ替えている以外は忠実に

受け継いだ  26)。 
13世紀のアスタラーバーズィーは、名詞対格については faḍla (原義：“余剰”) の範

疇からの説明を行った27)。そして、 faḍla の範疇には、5つのマフウールに ḥāl、

tamyīz、mustaṯnā を加えた合計8つを組み入れた  28)。とはいえ、「5つのマフウール 
(al-mafʿūlāt al-ḫamsa 及び al-mafāʿīl al-ḫamsa) 29)」の表現が保持されている点は注目

に値する。faḍla の枠組みについて、イブン・マーリクは、下位範疇の捉え方と呼び

方が他と異なっている。彼は、5つのマフウールと呼ぶ代わりに、mafʿūl muṭlaq を除

く4つのマフウールを muqayyad 30)と呼ぶ。 
イブン・ヒシャームは、15の名詞対格の枠組みを設定したうえで、「5つのマフウー

ル」をその筆頭に置く31)。イブン・アージュッルームも15の名詞対格を設定する点は

同じであるが、その筆頭に mafʿūl bi-hi、次に mafʿūl muṭlaq、mafʿūl fī-hi を置き、

mafʿūl min ʾaǧli-hi 32)と mafʿūl maʿa-hu はそれぞれ10番目と11番目に置いている  33)。 
 

――― 
22) Kitāb I, 116. なお、アルムバッラド、アッザマフシャリーをはじめ多くの文法家が同じ例文を引

用するが、mafʿūl min-hu の用語は用いていない。Muqtaḍab III, 212-3; Mufaṣṣal 48-9; ʾAsrār 
168‒70; ŠK I, 180‒3; Hamʿ II, 17‒9. 

23) Kitāb I, 12; Muqtaḍab II, 321, 342; IV, 330; ʾUṣūl I, 178; Ǧumal 40. 
24) イブン・アッサッラージュが al-ʾUṣūl の中で mafʿūl muṭlaq の用語を使うのは章立ての際の2回の

みであり、多くの場合 maṣdar (動名詞) を用いる。分類・章立てのための用語の使用については岡

崎 2003: 20‒21 を参照。 
25) Lumaʿ 20ff. 
26)ʾĪḍāḥ 150ff.; Mufaṣṣal 18, 31‒60. 
27) Cf. ŠT I, 257.  
28) mafʿūl 及び mušabbah bi-l-mafʿūl の枠組みを、faḍla の概念で組み替える試みについては、岡崎

2020: 53‒55; Okazaki 2022: 191‒193 を参照。 
29) ŠK I, 112, 113. 
30) ŠT I, 257, 258. 用語 muqayyad については、アルジュルジャーニー (Muqtaṣid I, 579‒580) が mafʿūl 

muṭlaq の意味について、huwa allaḏī lam yuqayyad bi-šayʾ min ḥurūf al-ǧarr (それは、前置詞に全く

制限されていないものである) と説明した動詞 qayyada (枷をはめる；制限する)に由来する。mafʿūl 
muṭlaq 以外の4つのマフウールの名称が mafʿūl bi-hi のごとく非人称の受動分詞となっていることに

ついての解釈である。 
31) Šuḏūr 177ff.; Qaṭr 218ff. 
32) アッザッジャージーやイブン・ウスフールも mafʿūl la-hu の替わりに mafʿūl min ʾaǧli-hi を用い

る。Ǧumal 305; Muqarrib 75, 227; ŠǦ II, 451. 
33) Carter 1981: 324, 432, 440. 
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（4）知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss)  
イブン・アッサッラージュは、他動詞についての文脈の中で知覚動詞に触れ、次の

ように述べている。「naẓar-a (見る), šamm-a (嗅ぐ), samiʿ-a (聞く), ḏāq-a (味わう), la-
mas-a (触れる ) の5つの語から成る知覚動詞はすべて他動詞である。wa-ʾafʿāl al-
ḥawāss min al-ḫams kullu-hā mutaʿaddiya mulāqiya naḥwa: naẓar-tu, wa-šamam-tu, wa-
samiʿ-tu, wa-ḏuq-tu, wa-lamas-tu. ʾUṣūl I, 170」 

多くの文法書や教科書はこの分類に触れていないが、イブン・ヤイーシュは、知覚

動詞の例として ʾabṣar-a, šamm-a, ḏāq-a, lamas-a, samiʿ-a の5つを列挙している34)。 
 

（5）マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
イブン・アッサッラージュは、名詞対格 (manṣūbāt) の文脈で、まずマフウールと

マフウールに類するものの2つの下位範疇を設定する。そして、マフウールに類する

ものとして、①ハール (ḥāl)、②タムイーズ (tamyīz)、③例外表示 (istiṯnāʾ)、④ kāna
とその姉妹語の補語 (ḫabar kāna wa-ʾaḫawāti-hā)、⑤ ʾinna とその姉妹語が用いられる

文の主語 (ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-hā) の5つに分類している35)。マフウールとマフウー

ルに類するものとを分ける発想は、アルムバッラドの次の言葉に遡る。「形式的又は

意味的に、マフウール、もしくはマフウールに類するものでなければ、対格をとるこ

とはない。lā yantaṣib šayʾ ʾillā ʿalā ʾanna-hu mafʿūl ʾaw mušabbah bi-l-mafʿūl fī lafẓ ʾaw 
maʿnā, Muqtaḍab IV, 299」ただし、それらを分ける基準については明確ではない。時

や場所を表す名詞対格である mafʿūl fī-hi がマフウールに分類され、ハールやタムイ

ーズがマフルールに類するものに分類される根拠は、おそらくは統語論的な違いに基

づくものではなく、単に文法用語によるものである可能性が考えられる。Owens 
(1991: 231) は、スーバワイヒがマフウールの呼称を与えたものが “真の” マフウール

であり、マフウールと呼ばれなかった他の名詞対格が「マフウールに類するもの」36)

に追いやられたとの見解を示している。 
イブン・ジンニーの al-Lumaʿは、マフウールに類するものの5分類を忠実に継承し

ている37)。アルファーリスィーは5分類を明示せず、「kāna とその姉妹語の補語」、

「否定の mā の補語 ḫabar mā」、「ʾinna とその姉妹語が用いられる文の主語」、「タムイ

ーズ」、「ハハーールル」の順に列挙している38)。そして、「例外表示 (istiṯnāʾ)」について節

を分けて言及しており39)、マフウールに類するものの枠組みに入れるかどうかの判別

がつかない。 
アッザマフシャリーは、ḥāl, tamyīz, mustaṯnā, ḫabar kāna, ism ʾinna の5つに加え、lā 

――― 
34) ŠM VII, 62. 
35)ʾUṣūl I, 213, 228, 229, 281. 
36) Owens は pseudo-object と呼ぶ。 
37) Lumaʿ 26. ただし、イブン・ジンニーの al-Ḫaṣāʾiṣ には、mušabbah bi-l-mafʿūl の枠組みについて

言及はない。 
38)ʾĪḍāḥ 171. 
39)ʾĪḍāḥ 175 ff. 
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hu と呼んでいる  22)。なお、イブン・ヒシャームやアッスユーティーは、クルアーン7
章155節の wa-ḫtāra mūsā qawm-a-hu sabʿīna raǧul-an (ムーサーは自らの民から70名の

男を選んだ) の対格 qawm-a をアッスィーラーフィーが mafʿūl min-hu と呼んだとして

いる。しかし、多くの文法家がクルアーンのこの章句を紹介するが、mafʿūl min-hu
と呼ぶ例は見いだせない  23)。mafʿūl min-hu の除外と mafʿūl muṭlaq 24)の採用の結果と

してのマフフールの5分類は、イブン・アッサッラージュによるところが大きい。 

5つのマフフールは、12世紀まではそのまま踏襲された。イブン・ジンニーについ

ては、5つのマフウールの順序までも同一である25)。アルファーリスィーやアッザマ

フシャリーも、mafʿūl la-hu と mafʿūl maʿa-hu の順序が入れ替えている以外は忠実に

受け継いだ  26)。 
13世紀のアスタラーバーズィーは、名詞対格については faḍla (原義：“余剰”) の範

疇からの説明を行った27)。そして、 faḍla の範疇には、5つのマフウールに ḥāl、

tamyīz、mustaṯnā を加えた合計8つを組み入れた  28)。とはいえ、「5つのマフウール 
(al-mafʿūlāt al-ḫamsa 及び al-mafāʿīl al-ḫamsa) 29)」の表現が保持されている点は注目

に値する。faḍla の枠組みについて、イブン・マーリクは、下位範疇の捉え方と呼び

方が他と異なっている。彼は、5つのマフウールと呼ぶ代わりに、mafʿūl muṭlaq を除

く4つのマフウールを muqayyad 30)と呼ぶ。 
イブン・ヒシャームは、15の名詞対格の枠組みを設定したうえで、「5つのマフウー

ル」をその筆頭に置く31)。イブン・アージュッルームも15の名詞対格を設定する点は

同じであるが、その筆頭に mafʿūl bi-hi、次に mafʿūl muṭlaq、mafʿūl fī-hi を置き、

mafʿūl min ʾaǧli-hi 32)と mafʿūl maʿa-hu はそれぞれ10番目と11番目に置いている  33)。 
 

――― 
22) Kitāb I, 116. なお、アルムバッラド、アッザマフシャリーをはじめ多くの文法家が同じ例文を引

用するが、mafʿūl min-hu の用語は用いていない。Muqtaḍab III, 212-3; Mufaṣṣal 48-9; ʾAsrār 
168‒70; ŠK I, 180‒3; Hamʿ II, 17‒9. 

23) Kitāb I, 12; Muqtaḍab II, 321, 342; IV, 330; ʾUṣūl I, 178; Ǧumal 40. 
24) イブン・アッサッラージュが al-ʾUṣūl の中で mafʿūl muṭlaq の用語を使うのは章立ての際の2回の

みであり、多くの場合 maṣdar (動名詞) を用いる。分類・章立てのための用語の使用については岡

崎 2003: 20‒21 を参照。 
25) Lumaʿ 20ff. 
26)ʾĪḍāḥ 150ff.; Mufaṣṣal 18, 31‒60. 
27) Cf. ŠT I, 257.  
28) mafʿūl 及び mušabbah bi-l-mafʿūl の枠組みを、faḍla の概念で組み替える試みについては、岡崎

2020: 53‒55; Okazaki 2022: 191‒193 を参照。 
29) ŠK I, 112, 113. 
30) ŠT I, 257, 258. 用語 muqayyad については、アルジュルジャーニー (Muqtaṣid I, 579‒580) が mafʿūl 

muṭlaq の意味について、huwa allaḏī lam yuqayyad bi-šayʾ min ḥurūf al-ǧarr (それは、前置詞に全く

制限されていないものである) と説明した動詞 qayyada (枷をはめる；制限する)に由来する。mafʿūl 
muṭlaq 以外の4つのマフウールの名称が mafʿūl bi-hi のごとく非人称の受動分詞となっていることに

ついての解釈である。 
31) Šuḏūr 177ff.; Qaṭr 218ff. 
32) アッザッジャージーやイブン・ウスフールも mafʿūl la-hu の替わりに mafʿūl min ʾaǧli-hi を用い

る。Ǧumal 305; Muqarrib 75, 227; ŠǦ II, 451. 
33) Carter 1981: 324, 432, 440. 
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（4）知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss)  
イブン・アッサッラージュは、他動詞についての文脈の中で知覚動詞に触れ、次の

ように述べている。「naẓar-a (見る), šamm-a (嗅ぐ), samiʿ-a (聞く), ḏāq-a (味わう), la-
mas-a (触れる ) の5つの語から成る知覚動詞はすべて他動詞である。wa-ʾafʿāl al-
ḥawāss min al-ḫams kullu-hā mutaʿaddiya mulāqiya naḥwa: naẓar-tu, wa-šamam-tu, wa-
samiʿ-tu, wa-ḏuq-tu, wa-lamas-tu. ʾUṣūl I, 170」 

多くの文法書や教科書はこの分類に触れていないが、イブン・ヤイーシュは、知覚

動詞の例として ʾabṣar-a, šamm-a, ḏāq-a, lamas-a, samiʿ-a の5つを列挙している34)。 
 

（5）マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
イブン・アッサッラージュは、名詞対格 (manṣūbāt) の文脈で、まずマフウールと

マフウールに類するものの2つの下位範疇を設定する。そして、マフウールに類する

ものとして、①ハール (ḥāl)、②タムイーズ (tamyīz)、③例外表示 (istiṯnāʾ)、④ kāna
とその姉妹語の補語 (ḫabar kāna wa-ʾaḫawāti-hā)、⑤ ʾinna とその姉妹語が用いられる

文の主語 (ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-hā) の5つに分類している35)。マフウールとマフウー

ルに類するものとを分ける発想は、アルムバッラドの次の言葉に遡る。「形式的又は

意味的に、マフウール、もしくはマフウールに類するものでなければ、対格をとるこ

とはない。lā yantaṣib šayʾ ʾillā ʿalā ʾanna-hu mafʿūl ʾaw mušabbah bi-l-mafʿūl fī lafẓ ʾaw 
maʿnā, Muqtaḍab IV, 299」ただし、それらを分ける基準については明確ではない。時

や場所を表す名詞対格である mafʿūl fī-hi がマフウールに分類され、ハールやタムイ

ーズがマフルールに類するものに分類される根拠は、おそらくは統語論的な違いに基

づくものではなく、単に文法用語によるものである可能性が考えられる。Owens 
(1991: 231) は、スーバワイヒがマフウールの呼称を与えたものが “真の” マフウール

であり、マフウールと呼ばれなかった他の名詞対格が「マフウールに類するもの」36)

に追いやられたとの見解を示している。 
イブン・ジンニーの al-Lumaʿは、マフウールに類するものの5分類を忠実に継承し

ている37)。アルファーリスィーは5分類を明示せず、「kāna とその姉妹語の補語」、

「否定の mā の補語 ḫabar mā」、「ʾinna とその姉妹語が用いられる文の主語」、「タムイ

ーズ」、「ハハーールル」の順に列挙している38)。そして、「例外表示 (istiṯnāʾ)」について節

を分けて言及しており39)、マフウールに類するものの枠組みに入れるかどうかの判別

がつかない。 
アッザマフシャリーは、ḥāl, tamyīz, mustaṯnā, ḫabar kāna, ism ʾinna の5つに加え、lā 

――― 
34) ŠM VII, 62. 
35)ʾUṣūl I, 213, 228, 229, 281. 
36) Owens は pseudo-object と呼ぶ。 
37) Lumaʿ 26. ただし、イブン・ジンニーの al-Ḫaṣāʾiṣ には、mušabbah bi-l-mafʿūl の枠組みについて

言及はない。 
38)ʾĪḍāḥ 171. 
39)ʾĪḍāḥ 175 ff. 
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li-nafy li-l-ǧins と ḫabar mā wa-lā の2つを加えた7つの枠組みで捉えている40)。 
前述のイブン・ジンニーは、al-Lumaʿでの記述と、al-Ḫaṣāʾiṣ での記述には大きな

隔たりがある。al-Ḫaṣāʾiṣ では、faḍla の枠組みから、mafʿūl bi-hi, ẓarf, mafʿūl la-hu, 
mafʿūl maʿa-hu, maṣdar, ḥāl, tamyīz, istiṯnāʾ の8つを列挙し41)、ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-
hā と ḫabar kāna wa-ʾaḫawāti-hā の2つを除外している。このように、mafʿūl ではなく

faḍla の概念からの枠組みの構築は、アルアスタラーバーズィーにも引き継がれてい

る42)。彼は、5つのマフウールに ḥāl, tamyīz, mustaṯnā の3つを合わせた、計8つの要素

を faḍalāt の中に入れている。そして、faḍla に類するもの (mušabbah bi-l-faḍalāt) には

ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-hā, ism lā al-tabriʾa, ḫabar mā al-ḥiǧāziyya, ḫabar kāna wa-
ʾaḫawāti-hā の4つを入れた。 
 

（6）ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa ʾaḫawātu-hā) 

イブン・アッサッラージュは、 ʾanna を除外して、① ʾinna ②  lākinna ③ layta ④
laʿalla ⑤ kaʾanna の5つを列挙している43)。 

スーバワイヒもʾanna は名詞であるとして除外している44)。これに対し、アルムバ

ッラドは、動詞に類する5つの辞詞 (al-ʾaḥruf al-ḫamsa al-mušabbaha bi-l-ʾafʿāl) として 
ʾinna, ʾanna, lākinna, ka-ʾanna, layta, laʿalla の6つを列挙するも、ʾinna とʾanna を同一

視して一つに数える45)。 

10世紀以降、多くの文法書は ʾanna を含め6つを列挙する46)。アルファーリスィー

は ʾinna とʾanna を含め6つを列挙し、さらに、ʾinna とʾanna が異なることに重点を置

いた解説を行っている47)。 
少数の文法書には、5分類を主張するものがある。イブン・マーリクは、ʾanna が 

ʾinna の枝分かれ (farʿ) であるとして、ʾanna を含める必要がないと主張する48)。アッ

スユーティーも、スィーバワイヒ、アルムバッラド、イブン・アッサッラージュ、イ

ブン・マーリクの名前を挙げて、5分類を明言している49)。 
 

（7）呼びかけ (nidāʾ) 
イブン・アッサッラージュは呼びかけの辞詞として、① yā ② ʾayā ③ hayā ④ ʾay 

⑤ ʾa- の5つを列挙している50)。 

――― 
40) Mufaṣṣal 18. 
41) Ḫaṣāʾiṣ I, 197. 
42) ŠK I, 113. なお、faḍla の概念から従来のマフウールの組み換えの過程については、岡崎2020: 

53‒55; Okazaki 2022: 191-193 を参照。 
43)ʾUṣūl I, 229. 
44) Kitāb I, 410. なお、ʾanna を ʾinna の範疇に組み入れる過程については Kasher 2010‒2011:251‒253. 
45) Muqtaḍab IV, 107. 
46) Ǧumal 64; Lumaʿ 17; Muqtaṣid I, 443; ʿAwāmil 147; Mufaṣṣal 292; ʾAlfiyya v. 174; Qaṭr 161. 
47)ʾĪḍāḥ 123. 
48) ŠT I, 387. 
49) Hamʿ I, 425. 
50)ʾUṣūl I, 329. 
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スィーバワイヒ、アルムバッラドも全く同じ順序で5語を列挙している51)。また、

10世紀以降のアッザッジャージー、イブン・ジンニー、アルジュルジャーニーの文法

書にも踏襲されている52)。これに対し、アルファーリスィーは、呼びかけの章の中で

は yā の解説に終始しており、他の4語について触れていない  53)。 
一方、アッザマフシャリー、イブン・マーリク、アルアスタラーバーズィー、イブ

ン・ヒシャームは、哀悼 (nudba) に用いられる wā を加え6つ列挙している54)。イブ

ン・ヤイーシュは、yā の用途の万能さについて、近くにいる人、遠くにいる人、起き

ている人、眠っている人、気づいていない人、近づいてくる人にも用いられると述

べ、救援、驚嘆のほか、wā の代わりに哀悼にも用いられる可能性があることを指摘

している55)。 
アッスユーティーは、ʾa-, ʾay, yā, ʾayā, hayā, ʾāy, ʾā-, wā の計8つの呼びかけの辞詞

を認めている。ただし、この順序は、使用頻度や代表的なものであるとの認識とは関

係がなく、筆頭に挙げているʾa- について、「遊牧民の言葉でこれが用いられるのは少

ない」とのイブン・マーリクの記述を紹介している。また、3番目に挙げている yā を
「章の母  (ʾumm al-bāb)」と呼び、アブー・ハイヤーンを引用し「最も一般的な辞詞 

(ʾaʿamm al-ḥurūf)」との評価を紹介している56)。さらに、wā については、哀悼以外の

用例として、ウマル・イブン・アルハッターブがアムル・イブン・アルアースに向か

って言った「wā ʿaǧab-an la-ka yā ibn-a al-ʿāṣ (素晴らしいことよ、イブン・アルアー

スよ)」の例を示している57)。 
 

（8）誓い (qasam) 
イブン・アッサッラージュは、誓いの辞詞として、① wa- ② bi- ③ ta- ④ li- ⑤ min 

の5つを列挙したうえで、「これらのうち最も頻度が高いものは wa- 次いで bi- である 
fa-ʾakṯaru-hā al-wāw ṯumma al-bāʾ. ʾUṣūl I, 430」とし、min については、スィーバワイ

ヒが伝えるものであると述べている58)。 
確かに、上記のイブン・アッサッラージュの記述の多くは、スィーバワイヒから受

け継いだものであることが確認できる59)。 
しかしながら、10世紀以降の文法書で5つを列挙しているものは少なく、イブン・

ジンニーやアルジュルジャーニーは bi-, wa-, ta- の3語であると明言している60)。アル

――― 
51) Kitāb I, 283; Muqtaḍab IV, 233. 
52) Ǧumal 168; Lumaʿ 43; ʿAwāmil 196. 
53)ʾĪḍāḥ 187‒191. 
54) Mufaṣṣal 309; ʾAlfiyya v. 574; ŠT III, 271ff.; ŠK II, 381; Qaṭr 244. 
55) ŠM VIII, 118. 
56) Hamʿ II, 26‒27. 
57) Hamʿ II, 28. 
58)ʾUṣūl I, 431. これは、遊牧民の中には、min rabbī la-ʾafʿalanna ḏālika と言うものがいるとのスィー

バワイヒが伝える用例を引用したもの。Kitāb II, 147. 
59) Kitāb II, 146. 
60) Lumaʿ 73; ʿAwāmil 139‒141. 
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li-nafy li-l-ǧins と ḫabar mā wa-lā の2つを加えた7つの枠組みで捉えている40)。 
前述のイブン・ジンニーは、al-Lumaʿでの記述と、al-Ḫaṣāʾiṣ での記述には大きな

隔たりがある。al-Ḫaṣāʾiṣ では、faḍla の枠組みから、mafʿūl bi-hi, ẓarf, mafʿūl la-hu, 
mafʿūl maʿa-hu, maṣdar, ḥāl, tamyīz, istiṯnāʾ の8つを列挙し41)、ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-
hā と ḫabar kāna wa-ʾaḫawāti-hā の2つを除外している。このように、mafʿūl ではなく

faḍla の概念からの枠組みの構築は、アルアスタラーバーズィーにも引き継がれてい

る42)。彼は、5つのマフウールに ḥāl, tamyīz, mustaṯnā の3つを合わせた、計8つの要素

を faḍalāt の中に入れている。そして、faḍla に類するもの (mušabbah bi-l-faḍalāt) には

ism ʾinna wa-ʾaḫawāti-hā, ism lā al-tabriʾa, ḫabar mā al-ḥiǧāziyya, ḫabar kāna wa-
ʾaḫawāti-hā の4つを入れた。 
 

（6）ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa ʾaḫawātu-hā) 

イブン・アッサッラージュは、 ʾanna を除外して、① ʾinna ②  lākinna ③ layta ④
laʿalla ⑤ kaʾanna の5つを列挙している43)。 

スーバワイヒもʾanna は名詞であるとして除外している44)。これに対し、アルムバ

ッラドは、動詞に類する5つの辞詞 (al-ʾaḥruf al-ḫamsa al-mušabbaha bi-l-ʾafʿāl) として 
ʾinna, ʾanna, lākinna, ka-ʾanna, layta, laʿalla の6つを列挙するも、ʾinna とʾanna を同一

視して一つに数える45)。 

10世紀以降、多くの文法書は ʾanna を含め6つを列挙する46)。アルファーリスィー

は ʾinna とʾanna を含め6つを列挙し、さらに、ʾinna とʾanna が異なることに重点を置

いた解説を行っている47)。 
少数の文法書には、5分類を主張するものがある。イブン・マーリクは、ʾanna が 

ʾinna の枝分かれ (farʿ) であるとして、ʾanna を含める必要がないと主張する48)。アッ

スユーティーも、スィーバワイヒ、アルムバッラド、イブン・アッサッラージュ、イ

ブン・マーリクの名前を挙げて、5分類を明言している49)。 
 

（7）呼びかけ (nidāʾ) 
イブン・アッサッラージュは呼びかけの辞詞として、① yā ② ʾayā ③ hayā ④ ʾay 

⑤ ʾa- の5つを列挙している50)。 

――― 
40) Mufaṣṣal 18. 
41) Ḫaṣāʾiṣ I, 197. 
42) ŠK I, 113. なお、faḍla の概念から従来のマフウールの組み換えの過程については、岡崎2020: 

53‒55; Okazaki 2022: 191-193 を参照。 
43)ʾUṣūl I, 229. 
44) Kitāb I, 410. なお、ʾanna を ʾinna の範疇に組み入れる過程については Kasher 2010‒2011:251‒253. 
45) Muqtaḍab IV, 107. 
46) Ǧumal 64; Lumaʿ 17; Muqtaṣid I, 443; ʿAwāmil 147; Mufaṣṣal 292; ʾAlfiyya v. 174; Qaṭr 161. 
47)ʾĪḍāḥ 123. 
48) ŠT I, 387. 
49) Hamʿ I, 425. 
50)ʾUṣūl I, 329. 
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スィーバワイヒ、アルムバッラドも全く同じ順序で5語を列挙している51)。また、

10世紀以降のアッザッジャージー、イブン・ジンニー、アルジュルジャーニーの文法

書にも踏襲されている52)。これに対し、アルファーリスィーは、呼びかけの章の中で

は yā の解説に終始しており、他の4語について触れていない  53)。 
一方、アッザマフシャリー、イブン・マーリク、アルアスタラーバーズィー、イブ

ン・ヒシャームは、哀悼 (nudba) に用いられる wā を加え6つ列挙している54)。イブ

ン・ヤイーシュは、yā の用途の万能さについて、近くにいる人、遠くにいる人、起き

ている人、眠っている人、気づいていない人、近づいてくる人にも用いられると述

べ、救援、驚嘆のほか、wā の代わりに哀悼にも用いられる可能性があることを指摘

している55)。 
アッスユーティーは、ʾa-, ʾay, yā, ʾayā, hayā, ʾāy, ʾā-, wā の計8つの呼びかけの辞詞

を認めている。ただし、この順序は、使用頻度や代表的なものであるとの認識とは関

係がなく、筆頭に挙げているʾa- について、「遊牧民の言葉でこれが用いられるのは少

ない」とのイブン・マーリクの記述を紹介している。また、3番目に挙げている yā を
「章の母  (ʾumm al-bāb)」と呼び、アブー・ハイヤーンを引用し「最も一般的な辞詞 

(ʾaʿamm al-ḥurūf)」との評価を紹介している56)。さらに、wā については、哀悼以外の

用例として、ウマル・イブン・アルハッターブがアムル・イブン・アルアースに向か

って言った「wā ʿaǧab-an la-ka yā ibn-a al-ʿāṣ (素晴らしいことよ、イブン・アルアー

スよ)」の例を示している57)。 
 

（8）誓い (qasam) 
イブン・アッサッラージュは、誓いの辞詞として、① wa- ② bi- ③ ta- ④ li- ⑤ min 

の5つを列挙したうえで、「これらのうち最も頻度が高いものは wa- 次いで bi- である 
fa-ʾakṯaru-hā al-wāw ṯumma al-bāʾ. ʾUṣūl I, 430」とし、min については、スィーバワイ

ヒが伝えるものであると述べている58)。 
確かに、上記のイブン・アッサッラージュの記述の多くは、スィーバワイヒから受

け継いだものであることが確認できる59)。 
しかしながら、10世紀以降の文法書で5つを列挙しているものは少なく、イブン・

ジンニーやアルジュルジャーニーは bi-, wa-, ta- の3語であると明言している60)。アル

――― 
51) Kitāb I, 283; Muqtaḍab IV, 233. 
52) Ǧumal 168; Lumaʿ 43; ʿAwāmil 196. 
53)ʾĪḍāḥ 187‒191. 
54) Mufaṣṣal 309; ʾAlfiyya v. 574; ŠT III, 271ff.; ŠK II, 381; Qaṭr 244. 
55) ŠM VIII, 118. 
56) Hamʿ II, 26‒27. 
57) Hamʿ II, 28. 
58)ʾUṣūl I, 431. これは、遊牧民の中には、min rabbī la-ʾafʿalanna ḏālika と言うものがいるとのスィー

バワイヒが伝える用例を引用したもの。Kitāb II, 147. 
59) Kitāb II, 146. 
60) Lumaʿ 73; ʿAwāmil 139‒141. 
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ファーリスィーは、wa- を基本的なものとみなし、ta- や bi- に置き換えられる例に言

及している61)。アッザッジャージーは wa-, bi-, ta-, li- の4種を  62)、アッザマフシャリ

ーは wa-, ta-, li-, min の4種類を列挙する63)。 
アッスユーティーは5つを列挙するが、「bi- これは基本的なものである al-bāʾ wa-

hiya al-ʾaṣl, Hamʿ II, 391」とみなしている点と、min の代わりにʾaymun 64) を並べてい

る点がイブン・アッサッラージュとは異なる。 

 
（9）同格語類 (tawābiʿ) 

イブン・アッサッラージュは、「同格語類は5つである。強化・確証、形容・記述、

明解の結合、換言の結合、辞詞による結合である。これら5つのうち4つは、媒介語な

しに後続し、5つ目のものは辞詞の介在なしには後続することはない。at-tawābiʿ 
ḫamsa: at-tawkīd wa-n-naʿt wa-ʿaṭf al-bayān wa-l-badal wa-l-ʿaṭf bi-l-ḥurūf, wa-hāḏihi al-

ḫamsa: ʾarabaʿa tatbaʿ bi-ġayr mutawassiṭ, wa-l-ḫāmis wa-huwa al-ʿaṭf lā yatbaʿ ʾillā bi-
tawassuṭ ḥarf, ʾUṣūl II, 19」と述べている。 
①「強化・確証 (tawkīd)」は二つに分類される。 

(a) 「名詞  65)の繰り返しによる強化・確証 tawkīd bi-takrīr al-ism, ʾUṣūl II, 19」 
例：marar-tu bi-zayd-in zayd-in 

(b) 「包括、一般化のための [強化・確証] li-l-ʾiḥāṭa wa-l-ʿumūm, ʾUṣūl II, 21」 

例：ǧāʾ-a-nī al-qawm-u kull-u-hum. 
②「形容・記述 (naʿt)」 

後述 (10) で示すように、さらに5つに細分化している。 
③「明解の結合 (ʿaṭf al-bayān, ʾUṣūl II, 45)」 

「形容・記述」と類似しているが、動詞から派生した名詞ではない点で「形容・

記述」と区別される。例：raʾay-tu zayd-an ʾab-ā ʿamr-in. 

④「換言の結合 (ʿaṭf al-badal, ʾUṣūl II, 46‒49.)」 
4つのタイプに分け解説している。「明解の結合」は、yā ʾaḫ-ā-nā zayd-an のごと

く、第一語を修飾する形容詞であるかのように付加される。したがって zayd-an は

ʾaḫ-ā-nā に合わせ対格をとる。これに対し、「換言の結合」は、yā ʾaḫ-ā-nā zayd-u
のごとく、第一語に置き換え可能な形で付くため、あたかも yā に直接付いている

かのようにタンウィーンを失った主格 zayd-u となる。 

⑤「辞詞による結合 (al-ʿaṭf bi-l-ḥarf, ʾUṣūl II, 55‒60.)」 
前の名詞又は動詞に後続の語の格を合わせる10の結合辞詞 (ʿašarat ʾaḥruf yutbiʿ-

na mā baʿda-hunna mā qabla-hunna min al-ʾasmāʾ wa-l-ʾafʿāl, ʾUṣūl II, 55) があるとみ

――― 
61)ʾĪḍāḥ 202, 208. 
62) Ǧumal 82. 
63) Mufaṣṣal 345. 
64) 他に、ʾīmun, ʾayman, ʾīman, ʾīmu, ʾaymu, ʾīmi, haymu, ʾama, ʾamu, ʾami, ʾimu, ʾima, munu, mu など

の変異が存在する。Hamʿ II, 394‒395. 
65) ism は名詞であるが、この文脈では動詞、辞詞、節の場合も含む。 
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なす。例：wa-, fa-, ṯumma, ʾaw, ʾimmā, lā, bal, lākin, ʾam, ḥattā 
Sheyhatovitch (2019: 98) によれば、スィーバワイヒは tawābiʿのカテゴリーに触れ

ておらず、アルムバッラドは関連するテーマに言及はあるものの体系化していない。 
10世紀以降の文法書では、細部は異なるものの5分類は保たれたと言える66)。しか

し、明解の結合 (ʿaṭf al-bayān) と換言の結合 (ʿaṭf al-badal) を同一視する見解もある。

例えば、アッザッジャージーは、明解の結合を除外し4分類を列挙している67)。これ

を支持する4分類を採用した文法書もあり、明解の結合をめぐって論争が繰り広げら

れてきた。アルバタルヤウスィー (al-Baṭalyawsī, d. 1127) による4分類批判と、その後

のアルアスタラーバーズィーによる明解の結合と換言の結合についての反論68) につ

いては、Sheyhatovitch (2019: 101‒106) が詳述している。 
 

（10）形容・記述 (naʿt, ṣifa) 69) 

イブン・アッサッラージュは、上述の同格語類 (tawābiʿ) のひとつである形容・記

述をさらに5つに分類した。5分類の中にさらなる5分類が存在する形である。それぞ

れの文法的な解説については、Sheyhatovitch (2019, 99‒100) に詳しい。 
①「描写された人・物自体又はそれに関連するものの容姿や外観  ḥilya li-l-mawṣūf 

takūn fī-hi ʾaw fī šayʾ min sababi-hi 70)」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ʾazraq-a/ʾaḥmar-a/ṭawīl-in/qaṣīr-in 

maḍay-tu ʾilā raǧul-in ṭawīl-in ʾaḫ-ū-hu 
②「描写された人・物自体又はそれに関連するものが行う動作 fiʿl li-l-mawṣūf yakūn 

bi-hi fāʿil ʾaw muttaṣil bi-šayʾ min sababi-hi」 
例：marar-tu bi-raǧul-in qāʾim-in/nāʾim-in/ḍārib-in 

marar-tu bi-raǧul-in ḍārib-in ʾab-ū-hu 
③「[描写された人・物自体又はそれに関連するものが] 行った動作や容姿や外観以外

のもの waṣf laysa bi-ʿamal wa-lā bi-ḥilya」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ʿālim-in/ʿāqil-in 

marar-tu bi-raǧul-in ʿālim-in ʾab-ū-hu 
④「血縁、地縁、生業、その他の関係 waṣf yunsab ʾilā ʾab ʾaw balda ʾaw ṣināʿa ʾaw 

ḍarb min aḍ-ḍurūb」 
例：marar-tu bi-raǧul-in hāšimiyy-in/ʿarabiyy-in 

⑤「関係代名詞の ḏū ではなく、“持ち主”を意味する ḏū を用いた描写 al-waṣf bi-ḏī 

――― 
66)ʾĪḍāḥ 214; Lumaʿ 33; Mufaṣṣal 111; Qaṭr 309; Šuḏūr 313; ŠT III, 150; Hamʿ III, 113. 
67) Ǧumal 26. 
68) ŠK I, 337. 
69)ʾUṣūl II, 23ff. イブン・アッサッラージュは用語 naʿt を用いる。この用語についてアッスユーティ

ーは、アブー・ハイヤーンの言葉としつつ、クーファ学派の用語であるが、バスラ学派も多く用い

るとしている。また、バスラ学派の多くが waṣf 及び ṣifa を使用すると述べている。Hamʿ III, 117.  
70) もとは「紐；ロープ」を意味する名詞 sabab をスィーバワイヒが「変則的な格変化をもたらす統

語的要素間の意味的つながり」を意味する文法用語として導入した。この場合の min sababi-hi は

「意味的に関連した」を意味する。Carter 2009: 101. 
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ファーリスィーは、wa- を基本的なものとみなし、ta- や bi- に置き換えられる例に言

及している61)。アッザッジャージーは wa-, bi-, ta-, li- の4種を  62)、アッザマフシャリ

ーは wa-, ta-, li-, min の4種類を列挙する63)。 
アッスユーティーは5つを列挙するが、「bi- これは基本的なものである al-bāʾ wa-

hiya al-ʾaṣl, Hamʿ II, 391」とみなしている点と、min の代わりにʾaymun 64) を並べてい

る点がイブン・アッサッラージュとは異なる。 

 
（9）同格語類 (tawābiʿ) 

イブン・アッサッラージュは、「同格語類は5つである。強化・確証、形容・記述、

明解の結合、換言の結合、辞詞による結合である。これら5つのうち4つは、媒介語な

しに後続し、5つ目のものは辞詞の介在なしには後続することはない。at-tawābiʿ 
ḫamsa: at-tawkīd wa-n-naʿt wa-ʿaṭf al-bayān wa-l-badal wa-l-ʿaṭf bi-l-ḥurūf, wa-hāḏihi al-

ḫamsa: ʾarabaʿa tatbaʿ bi-ġayr mutawassiṭ, wa-l-ḫāmis wa-huwa al-ʿaṭf lā yatbaʿ ʾillā bi-
tawassuṭ ḥarf, ʾUṣūl II, 19」と述べている。 
①「強化・確証 (tawkīd)」は二つに分類される。 

(a) 「名詞  65)の繰り返しによる強化・確証 tawkīd bi-takrīr al-ism, ʾUṣūl II, 19」 
例：marar-tu bi-zayd-in zayd-in 

(b) 「包括、一般化のための [強化・確証] li-l-ʾiḥāṭa wa-l-ʿumūm, ʾUṣūl II, 21」 

例：ǧāʾ-a-nī al-qawm-u kull-u-hum. 
②「形容・記述 (naʿt)」 

後述 (10) で示すように、さらに5つに細分化している。 
③「明解の結合 (ʿaṭf al-bayān, ʾUṣūl II, 45)」 

「形容・記述」と類似しているが、動詞から派生した名詞ではない点で「形容・

記述」と区別される。例：raʾay-tu zayd-an ʾab-ā ʿamr-in. 

④「換言の結合 (ʿaṭf al-badal, ʾUṣūl II, 46‒49.)」 
4つのタイプに分け解説している。「明解の結合」は、yā ʾaḫ-ā-nā zayd-an のごと

く、第一語を修飾する形容詞であるかのように付加される。したがって zayd-an は

ʾaḫ-ā-nā に合わせ対格をとる。これに対し、「換言の結合」は、yā ʾaḫ-ā-nā zayd-u
のごとく、第一語に置き換え可能な形で付くため、あたかも yā に直接付いている

かのようにタンウィーンを失った主格 zayd-u となる。 

⑤「辞詞による結合 (al-ʿaṭf bi-l-ḥarf, ʾUṣūl II, 55‒60.)」 
前の名詞又は動詞に後続の語の格を合わせる10の結合辞詞 (ʿašarat ʾaḥruf yutbiʿ-

na mā baʿda-hunna mā qabla-hunna min al-ʾasmāʾ wa-l-ʾafʿāl, ʾUṣūl II, 55) があるとみ

――― 
61)ʾĪḍāḥ 202, 208. 
62) Ǧumal 82. 
63) Mufaṣṣal 345. 
64) 他に、ʾīmun, ʾayman, ʾīman, ʾīmu, ʾaymu, ʾīmi, haymu, ʾama, ʾamu, ʾami, ʾimu, ʾima, munu, mu など

の変異が存在する。Hamʿ II, 394‒395. 
65) ism は名詞であるが、この文脈では動詞、辞詞、節の場合も含む。 
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なす。例：wa-, fa-, ṯumma, ʾaw, ʾimmā, lā, bal, lākin, ʾam, ḥattā 
Sheyhatovitch (2019: 98) によれば、スィーバワイヒは tawābiʿのカテゴリーに触れ

ておらず、アルムバッラドは関連するテーマに言及はあるものの体系化していない。 
10世紀以降の文法書では、細部は異なるものの5分類は保たれたと言える66)。しか

し、明解の結合 (ʿaṭf al-bayān) と換言の結合 (ʿaṭf al-badal) を同一視する見解もある。

例えば、アッザッジャージーは、明解の結合を除外し4分類を列挙している67)。これ

を支持する4分類を採用した文法書もあり、明解の結合をめぐって論争が繰り広げら

れてきた。アルバタルヤウスィー (al-Baṭalyawsī, d. 1127) による4分類批判と、その後

のアルアスタラーバーズィーによる明解の結合と換言の結合についての反論68) につ

いては、Sheyhatovitch (2019: 101‒106) が詳述している。 
 

（10）形容・記述 (naʿt, ṣifa) 69) 

イブン・アッサッラージュは、上述の同格語類 (tawābiʿ) のひとつである形容・記

述をさらに5つに分類した。5分類の中にさらなる5分類が存在する形である。それぞ

れの文法的な解説については、Sheyhatovitch (2019, 99‒100) に詳しい。 
①「描写された人・物自体又はそれに関連するものの容姿や外観  ḥilya li-l-mawṣūf 

takūn fī-hi ʾaw fī šayʾ min sababi-hi 70)」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ʾazraq-a/ʾaḥmar-a/ṭawīl-in/qaṣīr-in 

maḍay-tu ʾilā raǧul-in ṭawīl-in ʾaḫ-ū-hu 
②「描写された人・物自体又はそれに関連するものが行う動作 fiʿl li-l-mawṣūf yakūn 

bi-hi fāʿil ʾaw muttaṣil bi-šayʾ min sababi-hi」 
例：marar-tu bi-raǧul-in qāʾim-in/nāʾim-in/ḍārib-in 

marar-tu bi-raǧul-in ḍārib-in ʾab-ū-hu 
③「[描写された人・物自体又はそれに関連するものが] 行った動作や容姿や外観以外

のもの waṣf laysa bi-ʿamal wa-lā bi-ḥilya」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ʿālim-in/ʿāqil-in 

marar-tu bi-raǧul-in ʿālim-in ʾab-ū-hu 
④「血縁、地縁、生業、その他の関係 waṣf yunsab ʾilā ʾab ʾaw balda ʾaw ṣināʿa ʾaw 

ḍarb min aḍ-ḍurūb」 
例：marar-tu bi-raǧul-in hāšimiyy-in/ʿarabiyy-in 

⑤「関係代名詞の ḏū ではなく、“持ち主”を意味する ḏū を用いた描写 al-waṣf bi-ḏī 

――― 
66)ʾĪḍāḥ 214; Lumaʿ 33; Mufaṣṣal 111; Qaṭr 309; Šuḏūr 313; ŠT III, 150; Hamʿ III, 113. 
67) Ǧumal 26. 
68) ŠK I, 337. 
69)ʾUṣūl II, 23ff. イブン・アッサッラージュは用語 naʿt を用いる。この用語についてアッスユーティ

ーは、アブー・ハイヤーンの言葉としつつ、クーファ学派の用語であるが、バスラ学派も多く用い

るとしている。また、バスラ学派の多くが waṣf 及び ṣifa を使用すると述べている。Hamʿ III, 117.  
70) もとは「紐；ロープ」を意味する名詞 sabab をスィーバワイヒが「変則的な格変化をもたらす統

語的要素間の意味的つながり」を意味する文法用語として導入した。この場合の min sababi-hi は

「意味的に関連した」を意味する。Carter 2009: 101. 
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allatī fī maʿnā ṣāḥib lā bi-ḏū allatī fī maʿnā allaḏī」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ḏī ʾibil-in 

上記のような5分類は、後の文法家によって継承されたとは言い難く、同様の記述

を文法書に見出すことは困難である。アルファーリスィーは用語 ṣifa を用いるもの

の、イブン・アッサッラージュと同様の5分類を継承している71)。 
 

（11）ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 
イブン・アッサッラージュは、「名前として用いられると、その形式が何かを言い

表すものと、何かを言い表すことが許されないもの mā yuḥkā min al-kalim ʾiḏā sum-
miya bi-hi wa-mā lā yaǧūz ʾan yuḥkā 」の例として動詞と動作主からなる人名 taʾabbaṭa 
šarr-an（原義 “彼は害悪を小脇に抱えた”）などのジュムラ72)をあげたうえで、それ

以外の「ジュムラに類するもの allaḏī yušbih al-ǧumla」の例を５つ列挙している。「ジ

ュムラに類するものは5種類ある。関係節、形容詞が後続する名詞、前置詞句、複数

の辞詞から成る語、辞詞動詞  73) allaḏī yušbih al-ǧumla wa-huwa ʿalā ḫamsat ʾaḍrub: ism 
mawṣūl, wa-sm mawṣūf wa-ḥarf maʿa ism, wa-ḥarf maʿa ḥarf wa-fiʿl maʿa ḥarf. ʾUṣūl II, 
104」 

これは、スィーバワイヒが「語句の中で名称のあり様が変化しないものの章  al-
ḥikāya allatī lā taġayyar fī-hā al-ʾasmāʾ ʿan ḥāli-hā fī al-kalām Kitāb II, 59」や、アルム

バッラドの「名称のうち意味が語られ、格変化するもの mā yuḥkā min al-ʾasmāʾ wa-
mā yuʿrab Muqtaḍab IV, 9」の文脈で例示されるものである。しかしながら、両者とも

5つに分類しているわけではない。さらに、10世紀以降の文法書にも該当する5分類を

見出すことはできなかった。 
 

（12）未完了形・要求法をとる辞詞 (al-ḥurūf allatī taǧzim)  74) 

イブン・アッサッラージュは、動詞の未完了形・要求法をとる辞詞を、① lam ② 
lammā ③ lā ④ li- ⑤ ʾin の5つであるとしている。そのうえで、①～④と⑤を二分し、

⑤ のʾin (条件を表す辞詞 ḥarf al-ǧazāʾ)  75)のみ省略又は置換が可能であると説明して

いる76)。 

――― 
71)ʾĪḍāḥ 216. 
72)スィーバワイヒやアルムバッラドは、この場合 ǧumla を用いておらず、また、5分類も行っていな

い。Kitāb II, 59; Muqtaḍab IV, 9.  
73) hālumma (連れて来い) や ḥayya hala (来い) などの動詞のごとく命令の意味を持つ間投詞につい

て、一般に「辞詞 ḥarf」とは呼ばれず、「名詞と称される動詞 al-fiʿl summiya fī-hi bi-ʾasmāʾ, Kitāb 
I, 102)」、「動詞と称される名詞 al-ʾasmāʾ allatī summū al-fiʿl bi-hā, ʾUṣūl I, 141」などと呼ばれる。

アッザマフシャリーなど多くの文法家はʾasmāʾ al-ʾafʿāl 又はʾasmāʾ al-fiʿl (単数 ism al-fiʿl)と呼ぶ。

Mufaṣṣal 151, 165. 
74)ʾUṣūl II, 156. 
75) 条件を意味する ǧazāʾ の用語は、スィーバワイヒ、アルムバッラド、アッザッジャージー、アル

ファーリスィーも用いる。Kitāb II, 384‒386; Muqtaḍab II, 46, 55; Ǧumal 217; ʾĪḍāḥ 250. イブン・ジ

ンニーは ḥarf aš-šarṭ を用いる。Lumaʿ 53.  
76)ʾUṣūl II 156‒158. 
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スィーバワイヒは lam, lammā, li-, lā の4つとは別の章で ʾin を扱っており77)、これ

ら5つを1つの範疇に入れているかどうかの判別が困難である。アルムバッラドは、イ

ブン・アッサッラージュと同じく、明確に5分類を行っていることが確認できる78)。

イブン・ジンニーも、5つあると明言している79)。 
アルファーリスィーは、まず lam, lā, li-, ʾin の4つを列挙し、lammā については、

lam に mā がついたものであると説明して除外している80)。アッザマフシャリーは、

mā, ʾayyan, bi-man を追加して、合計8語を列挙している81)。イブン・ヒシャームは、

lam, lammā, li-, lā に加え、ʾin, man, mahmā, matā など条件文を形成する辞詞を挙げて

いる82)。アッスユーティーは、li-, lā, lam, lammā の4つをあげる83)。 
 

（13）「複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl)」  
イブン・アッサッラージュは、「複数形の語形の一つに fiʿāl がある。これは、faʿl, 

faʿal, faʿil, faʿul, fuʿl の5種類の語形[を持つ名詞]の複数形である。min ʾabniyat al-
ǧumūʿ fiʿāl: wa-huwa ǧamʿ ḫamsat ʾabniya: faʿl, faʿal, faʿul, fiʿl, fuʿl . ʾUṣūl II, 433」84)と

述べている。具体的な単語例の一部を挙げると、kalb‒kilāb; ǧamal‒ǧimāl; raǧul‒riǧāl; 
biʾr‒biʾār; ǧumd‒ǧimād (ʾUṣūl II, 433‒434) などである。 

これらに該当する記述が見つかったのは、アッスユーティーの Hamʿのみであった

が、さらに 4 つの語形 faʿla 、 faʿala 、 faʿlān, faʿir (例 : ǧafna‒ǧifān; raqaba‒riqāb; 
ġaḍbān‒ġidāb; namir‒nimār) が加えられている85)。 
 

（14）「4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya)」 
イブン・アッサッラージュは、4つの語根素から成る名詞の語形について、faʿlal, 

fiʿlil, fiʿlal, fuʿlul, fiʿall の5つであると述べている。語形の具体例としては、それぞれ

ǧaʿfar, zibriǧ, dirham, turtum, fiṭaḥl などを挙げている86)。 

スィーバワイヒは、4つの語根素から成る名詞を banāt al-ʾarbaʿa と呼び、上記と同

様の語を列挙している87)。 
アッザマフシャリーも5つの語形の立場を踏襲している88)。イブン・ヤイーシュも5

分類を支持している。彼は、アブー・アルハサンが ǧuḫdab のような6番目の語形

――― 
77) Kitāb I, 56, 363, 386. 
78) Muqtaḍab II, 44. 
79) Lumaʿ 53. 
80)ʾĪḍāḥ 250. 
81) Mufaṣṣal 252. 
82) Šuḏūr 257. Cf. Qaṭr 89ff. 
83) Hamʿ II, 443‒448. 
84) al-Fatlī 校訂の al-ʾUṣūl は、当該箇所が faʿl, faʿal, faʿil, faʿul, fuʿl となっている。例示された名詞

の語形に合わせ、3番目と4番目の語形をそれぞれ faʿul, fiʿl に修正した。 
85) Hamʿ III, 315‒317. 
86)ʾUṣūl III, 181‒183. 
87) Kitāb II, 366-367. 
88) Mufaṣṣal 242. 
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allatī fī maʿnā ṣāḥib lā bi-ḏū allatī fī maʿnā allaḏī」 
例：marar-tu bi-raǧul-in ḏī ʾibil-in 

上記のような5分類は、後の文法家によって継承されたとは言い難く、同様の記述

を文法書に見出すことは困難である。アルファーリスィーは用語 ṣifa を用いるもの

の、イブン・アッサッラージュと同様の5分類を継承している71)。 
 

（11）ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 
イブン・アッサッラージュは、「名前として用いられると、その形式が何かを言い

表すものと、何かを言い表すことが許されないもの mā yuḥkā min al-kalim ʾiḏā sum-
miya bi-hi wa-mā lā yaǧūz ʾan yuḥkā 」の例として動詞と動作主からなる人名 taʾabbaṭa 
šarr-an（原義 “彼は害悪を小脇に抱えた”）などのジュムラ72)をあげたうえで、それ

以外の「ジュムラに類するもの allaḏī yušbih al-ǧumla」の例を５つ列挙している。「ジ

ュムラに類するものは5種類ある。関係節、形容詞が後続する名詞、前置詞句、複数

の辞詞から成る語、辞詞動詞  73) allaḏī yušbih al-ǧumla wa-huwa ʿalā ḫamsat ʾaḍrub: ism 
mawṣūl, wa-sm mawṣūf wa-ḥarf maʿa ism, wa-ḥarf maʿa ḥarf wa-fiʿl maʿa ḥarf. ʾUṣūl II, 
104」 

これは、スィーバワイヒが「語句の中で名称のあり様が変化しないものの章  al-
ḥikāya allatī lā taġayyar fī-hā al-ʾasmāʾ ʿan ḥāli-hā fī al-kalām Kitāb II, 59」や、アルム

バッラドの「名称のうち意味が語られ、格変化するもの mā yuḥkā min al-ʾasmāʾ wa-
mā yuʿrab Muqtaḍab IV, 9」の文脈で例示されるものである。しかしながら、両者とも

5つに分類しているわけではない。さらに、10世紀以降の文法書にも該当する5分類を

見出すことはできなかった。 
 

（12）未完了形・要求法をとる辞詞 (al-ḥurūf allatī taǧzim)  74) 

イブン・アッサッラージュは、動詞の未完了形・要求法をとる辞詞を、① lam ② 
lammā ③ lā ④ li- ⑤ ʾin の5つであるとしている。そのうえで、①～④と⑤を二分し、

⑤ のʾin (条件を表す辞詞 ḥarf al-ǧazāʾ)  75)のみ省略又は置換が可能であると説明して

いる76)。 

――― 
71)ʾĪḍāḥ 216. 
72)スィーバワイヒやアルムバッラドは、この場合 ǧumla を用いておらず、また、5分類も行っていな

い。Kitāb II, 59; Muqtaḍab IV, 9.  
73) hālumma (連れて来い) や ḥayya hala (来い) などの動詞のごとく命令の意味を持つ間投詞につい

て、一般に「辞詞 ḥarf」とは呼ばれず、「名詞と称される動詞 al-fiʿl summiya fī-hi bi-ʾasmāʾ, Kitāb 
I, 102)」、「動詞と称される名詞 al-ʾasmāʾ allatī summū al-fiʿl bi-hā, ʾUṣūl I, 141」などと呼ばれる。

アッザマフシャリーなど多くの文法家はʾasmāʾ al-ʾafʿāl 又はʾasmāʾ al-fiʿl (単数 ism al-fiʿl)と呼ぶ。

Mufaṣṣal 151, 165. 
74)ʾUṣūl II, 156. 
75) 条件を意味する ǧazāʾ の用語は、スィーバワイヒ、アルムバッラド、アッザッジャージー、アル

ファーリスィーも用いる。Kitāb II, 384‒386; Muqtaḍab II, 46, 55; Ǧumal 217; ʾĪḍāḥ 250. イブン・ジ

ンニーは ḥarf aš-šarṭ を用いる。Lumaʿ 53.  
76)ʾUṣūl II 156‒158. 
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スィーバワイヒは lam, lammā, li-, lā の4つとは別の章で ʾin を扱っており77)、これ

ら5つを1つの範疇に入れているかどうかの判別が困難である。アルムバッラドは、イ

ブン・アッサッラージュと同じく、明確に5分類を行っていることが確認できる78)。

イブン・ジンニーも、5つあると明言している79)。 
アルファーリスィーは、まず lam, lā, li-, ʾin の4つを列挙し、lammā については、

lam に mā がついたものであると説明して除外している80)。アッザマフシャリーは、

mā, ʾayyan, bi-man を追加して、合計8語を列挙している81)。イブン・ヒシャームは、

lam, lammā, li-, lā に加え、ʾin, man, mahmā, matā など条件文を形成する辞詞を挙げて

いる82)。アッスユーティーは、li-, lā, lam, lammā の4つをあげる83)。 
 

（13）「複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl)」  
イブン・アッサッラージュは、「複数形の語形の一つに fiʿāl がある。これは、faʿl, 

faʿal, faʿil, faʿul, fuʿl の5種類の語形[を持つ名詞]の複数形である。min ʾabniyat al-
ǧumūʿ fiʿāl: wa-huwa ǧamʿ ḫamsat ʾabniya: faʿl, faʿal, faʿul, fiʿl, fuʿl . ʾUṣūl II, 433」84)と

述べている。具体的な単語例の一部を挙げると、kalb‒kilāb; ǧamal‒ǧimāl; raǧul‒riǧāl; 
biʾr‒biʾār; ǧumd‒ǧimād (ʾUṣūl II, 433‒434) などである。 

これらに該当する記述が見つかったのは、アッスユーティーの Hamʿのみであった

が、さらに 4 つの語形 faʿla 、 faʿala 、 faʿlān, faʿir (例 : ǧafna‒ǧifān; raqaba‒riqāb; 
ġaḍbān‒ġidāb; namir‒nimār) が加えられている85)。 
 

（14）「4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya)」 
イブン・アッサッラージュは、4つの語根素から成る名詞の語形について、faʿlal, 

fiʿlil, fiʿlal, fuʿlul, fiʿall の5つであると述べている。語形の具体例としては、それぞれ

ǧaʿfar, zibriǧ, dirham, turtum, fiṭaḥl などを挙げている86)。 

スィーバワイヒは、4つの語根素から成る名詞を banāt al-ʾarbaʿa と呼び、上記と同

様の語を列挙している87)。 
アッザマフシャリーも5つの語形の立場を踏襲している88)。イブン・ヤイーシュも5

分類を支持している。彼は、アブー・アルハサンが ǧuḫdab のような6番目の語形

――― 
77) Kitāb I, 56, 363, 386. 
78) Muqtaḍab II, 44. 
79) Lumaʿ 53. 
80)ʾĪḍāḥ 250. 
81) Mufaṣṣal 252. 
82) Šuḏūr 257. Cf. Qaṭr 89ff. 
83) Hamʿ II, 443‒448. 
84) al-Fatlī 校訂の al-ʾUṣūl は、当該箇所が faʿl, faʿal, faʿil, faʿul, fuʿl となっている。例示された名詞

の語形に合わせ、3番目と4番目の語形をそれぞれ faʿul, fiʿl に修正した。 
85) Hamʿ III, 315‒317. 
86)ʾUṣūl III, 181‒183. 
87) Kitāb II, 366-367. 
88) Mufaṣṣal 242. 
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fuʿlal を加えていることについて、スィーバワイヒがこれに言及していない点や、

ǧuḫdub の読み方が正しいとする説を挙げており、6分類を支持していないことが読み

取れる89)。アッスユーティーも同様に、fuʿlal の語形を6つ目に加える説に触れるが、

ǧuḫdab の母音符号の付け方に異論を唱えている  90)。 
 

（15）「5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya)」 

イブン・アッサッラージュは、スィーバワイヒが列挙した faʿallal, faʿlalil, fuʿallil, 
fiʿlall の4つの語形に fuʿlalil を追加し、合計5つの語形を挙げている。具体例として、

それぞれ farazdaq, ǧaḥmariš, quḏaʿmil, qirṭaʿb などを挙げ、5つ目の例 hundaliʿ はスィ

ーバワイヒが言及していないものであると述べている  91)。 
確かに、スィーバワイヒは4つの語形のみに言及しており、5つ目の fuʿlalil 及びそ

の具体例について触れていない  92)。アルムバッラドも同様に「4つの例」と明言し、

fuʿlalil に言及していない  93)。 
アッザマフシャリーも、4つの語形であると述べている。イブン・ヤイーシュは、

ムハンマド・イブン・アッサリー  94) が挙げた5番目の例 hundaliʿについては、語中の 
/n/ が付加物 (zāʾida) であるとして、4語根素と見なすべきだと主張する95)。アッスユ

ーティーも、4つの語形に限定する立場を支持し、スィーバワイヒがこの語形に言及

していないことを指摘するとともに、/n/ が付加されたとするアブー・ハイヤーンの

言葉を紹介している96)。 
 
４４ 継継承承さされれななかかっったた 分類

イブン・アッサッラージュが5つに分類している15項目について、8世紀から16世紀

までの文法家の記述をたどってきた。以下に、後世の文法家たちに概ね受け入れられ

た5分類と、大きな修正や変更が行われた5分類とに分けて整理する。 
 
A. 概ね受け入れられた5分類 

名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 
限定 (maʿrifa) 
マフウール (mafʿūl) 
同格語類 (tawābiʿ) 
4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya) 

――― 
89) ŠM VI, 136. 
90) Hamʿ III, 258. 
91)ʾUṣūl III, 184‒186. 
92) Kitāb II, 373‒374. 
93) Muqtaḍab I, 68. 
94) イブン・アッサッラージュを指す。 
95) ŠM VI, 143. 
96) Hamʿ III, 260. 
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B. 大きな修正や変更が行われた5分類 
知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss) 
マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa ʾaḫawātu-hā) 
呼びかけ (nidāʾ) 
誓い (qasam) 
形容・記述 (naʿt) 
ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 
未完了形・要求法をとる辞詞 (ḥurūf allatī taǧzim) 
複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl) 
5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya) 

 
概ね受け入れられた5分類は、最大でも5つの文法項目に限られる。しかし、特に13

世紀以降の文法書では、5分類が受容されていない例が目立った。比較的多くの文法

家が受け入れた「5つのマフウール」に関しても、すでに10世紀には、イブン・ジン

ニーの al-Ḫaṣāʾiṣ において、マフウール及びそれに類するものの枠組み全体を faḍla
の範疇から組み換えようとする試みが始まっている。そして13世紀になると、「5つの

マフウール」の呼称は残ったまま、枠組みが大きく変わることになった。 
大きな修正や変更を受けた5分類の多くは、10世紀の弟子たちの段階で修正が加え

られ、要素の増減が見られたり、文法書に取り上げられること自体がなくなっていっ

た。たとえば、「ʾinna とその姉妹語」と「誓い」は、アルファーリスィーもイブン・

ジンニーも5分類を採用しなかった。また、アルファーリスィーは「マフウールに類

するもの」と「呼びかけ」について、師とは明確に異なる枠組みを提示している。こ

れらに加え、「形容・記述」「ジュムラに類するもの」「未完了形・要求法をとる辞詞」

「複数形が語形 fiʿāl をとる名詞」「4語根素の名詞の語形」「5語根素の名詞の語形」の

6項目については、アルファーリスィーの al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw 及びイブン・ジン

ニーの al-Lumaʿ fī an-Naḥw で取り上げられていないことが確認された。 
以上のことから、個々の文法書で5分類を目にする機会は多いように見えたとして

も、時代を通して受容され、継承され続けたものは限られていると言ってよかろう。 

 
５５ おわりに

10世紀の文法家イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl fī an-Naḥw にみられる5分類

を起点とし、それ以前の文法家、同時代の弟子たち、11世紀以降の文法家に分けて、

時代による見解の変遷を検証してきた。5分類がなされた15の文法項目のうち、名詞

主格、限定、マフウール、同格語類、4語根素の名詞の語形の5項目については、枠組

みが比較的維持されたといえる。しかし、これらを含め15項目のすべてが、程度の差

こそあれ何らかの修正や改変が加えられたことが確認された。マフウールについて
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fuʿlal を加えていることについて、スィーバワイヒがこれに言及していない点や、

ǧuḫdub の読み方が正しいとする説を挙げており、6分類を支持していないことが読み

取れる89)。アッスユーティーも同様に、fuʿlal の語形を6つ目に加える説に触れるが、

ǧuḫdab の母音符号の付け方に異論を唱えている  90)。 
 

（15）「5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya)」 

イブン・アッサッラージュは、スィーバワイヒが列挙した faʿallal, faʿlalil, fuʿallil, 
fiʿlall の4つの語形に fuʿlalil を追加し、合計5つの語形を挙げている。具体例として、

それぞれ farazdaq, ǧaḥmariš, quḏaʿmil, qirṭaʿb などを挙げ、5つ目の例 hundaliʿ はスィ

ーバワイヒが言及していないものであると述べている  91)。 
確かに、スィーバワイヒは4つの語形のみに言及しており、5つ目の fuʿlalil 及びそ

の具体例について触れていない  92)。アルムバッラドも同様に「4つの例」と明言し、

fuʿlalil に言及していない  93)。 
アッザマフシャリーも、4つの語形であると述べている。イブン・ヤイーシュは、

ムハンマド・イブン・アッサリー  94) が挙げた5番目の例 hundaliʿについては、語中の 
/n/ が付加物 (zāʾida) であるとして、4語根素と見なすべきだと主張する95)。アッスユ

ーティーも、4つの語形に限定する立場を支持し、スィーバワイヒがこの語形に言及

していないことを指摘するとともに、/n/ が付加されたとするアブー・ハイヤーンの

言葉を紹介している96)。 
 
４４ 継継承承さされれななかかっったた 分類

イブン・アッサッラージュが5つに分類している15項目について、8世紀から16世紀

までの文法家の記述をたどってきた。以下に、後世の文法家たちに概ね受け入れられ

た5分類と、大きな修正や変更が行われた5分類とに分けて整理する。 
 
A. 概ね受け入れられた5分類 

名詞主格 (ʾasmāʾ murtafiʿa) 
限定 (maʿrifa) 
マフウール (mafʿūl) 
同格語類 (tawābiʿ) 
4語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-rubāʿiyya) 

――― 
89) ŠM VI, 136. 
90) Hamʿ III, 258. 
91)ʾUṣūl III, 184‒186. 
92) Kitāb II, 373‒374. 
93) Muqtaḍab I, 68. 
94) イブン・アッサッラージュを指す。 
95) ŠM VI, 143. 
96) Hamʿ III, 260. 
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B. 大きな修正や変更が行われた5分類 
知覚動詞 (ʾafʿāl al-ḥawāss) 
マフウールに類するもの (mušabbah bi-l-mafʿūl) 
ʾinna とその姉妹語 (ʾinna wa ʾaḫawātu-hā) 
呼びかけ (nidāʾ) 
誓い (qasam) 
形容・記述 (naʿt) 
ジュムラに類するもの (allaḏī yušbih al-ǧumla) 
未完了形・要求法をとる辞詞 (ḥurūf allatī taǧzim) 
複数形が語形 fiʿāl をとる名詞 (ʾabniyat al-ǧumūʿ fiʿāl) 
5語根素の名詞の語形 (ʾabniyat al-ʾasmāʾ al-ḫumāsiyya) 

 
概ね受け入れられた5分類は、最大でも5つの文法項目に限られる。しかし、特に13

世紀以降の文法書では、5分類が受容されていない例が目立った。比較的多くの文法

家が受け入れた「5つのマフウール」に関しても、すでに10世紀には、イブン・ジン

ニーの al-Ḫaṣāʾiṣ において、マフウール及びそれに類するものの枠組み全体を faḍla
の範疇から組み換えようとする試みが始まっている。そして13世紀になると、「5つの

マフウール」の呼称は残ったまま、枠組みが大きく変わることになった。 
大きな修正や変更を受けた5分類の多くは、10世紀の弟子たちの段階で修正が加え

られ、要素の増減が見られたり、文法書に取り上げられること自体がなくなっていっ

た。たとえば、「ʾinna とその姉妹語」と「誓い」は、アルファーリスィーもイブン・

ジンニーも5分類を採用しなかった。また、アルファーリスィーは「マフウールに類

するもの」と「呼びかけ」について、師とは明確に異なる枠組みを提示している。こ

れらに加え、「形容・記述」「ジュムラに類するもの」「未完了形・要求法をとる辞詞」

「複数形が語形 fiʿāl をとる名詞」「4語根素の名詞の語形」「5語根素の名詞の語形」の

6項目については、アルファーリスィーの al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw 及びイブン・ジン

ニーの al-Lumaʿ fī an-Naḥw で取り上げられていないことが確認された。 
以上のことから、個々の文法書で5分類を目にする機会は多いように見えたとして

も、時代を通して受容され、継承され続けたものは限られていると言ってよかろう。 

 
５５ おわりに

10世紀の文法家イブン・アッサッラージュの al-ʾUṣūl fī an-Naḥw にみられる5分類

を起点とし、それ以前の文法家、同時代の弟子たち、11世紀以降の文法家に分けて、

時代による見解の変遷を検証してきた。5分類がなされた15の文法項目のうち、名詞

主格、限定、マフウール、同格語類、4語根素の名詞の語形の5項目については、枠組

みが比較的維持されたといえる。しかし、これらを含め15項目のすべてが、程度の差

こそあれ何らかの修正や改変が加えられたことが確認された。マフウールについて
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も、「5つのマフウール」の表現そのものは継承されたが、13世紀以降に大きな枠組み

の変更が行われたのである。つまり、アラブ伝統文法の歴史を通し、主要な文法家か

ら一貫して支持を得た5分類は皆無であるとも言えよう。スィーバワイヒからアルム

バッラドを経てイブン・アッサッラージュに至る8世紀から10世紀までの時期は、文

法書によって用語やアプローチに大きな隔たりがある。これに比べると、10世紀以降

は標準的な用語や文法項目が概ね定まり、大きな枠組みの修正や変更が少なくなる傾

向にあった。しかし、5分類の枠組みに関する限り、10世紀以降も絶えず変更が行わ

れていたことが確認された。al-ʾUṣūl fī an-Naḥw の章の配列や文法的な枠組みを踏襲

した、アルファーリスィーの al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw や、イブン・ジンニーの al-
Lumaʿ fī an-Naḥw でさえ、5分類の多くについて受容せず、自らの見解に基づき修正

を加えたのである。これらの文法家には、先人の文法家の見解を無批判に受け入れた

り、5分類の枠組みを維持しようとする意図やこだわりが見られず、むしろ、自らの

見解を積極的に文法書に記載しようとする姿勢を読み取ることができる。数合わせよ

りも、純粋に言語的な分析に徹しようとする立場が優先されているのは明らかであ

る。なお、本稿では5分類に絞って考察を行ったが、al-ʾUṣūl fī an-Naḥw には50を超

える3分類が存在する。品詞の3分割を説明した「語は名詞、動詞、辞詞の3つから成

る。al-kalām yaʾtalif min ṯalāṯat ʾašyāʾ: ism wa-fiʿl wa-ḥarf, ʾUṣūl I, 36」はその代表的

なものである。これについての考察は、別の機会に譲りたい。 

 
参考文献

アラビア語原典

ʾAstarābāḏī, ŠK = Muḥammad b. al-Ḥasan Raḍī ad-Dīn al-ʾAstarābāḏī, Šarḥ Kāfiyat Ibn al-
Ḥāǧib. Bayrūt: Dār al-Kutub al-ʿIlmiyya, 2 vol., 1969. 

Fārisī, ʾĪḍāḥ = ʾAbū ʿAlī al-Ḥasan ibn ʾAḥmad al-Fārisī, Kitāb al-ʾĪḍāḥ. Ed. by Kāẓim Baḥr al-
Marǧān. Bayrūt: ʿĀlam al-Kutub, 1996. 

Ǧurǧānī, Muqtaṣid = ʿAbd al-Qāhir b. ʿAbd ar-Raḥmān b. Muḥammad ʾAbū Bakr al-Ǧurǧānī, 
Kitāb al-Muqtaṣid fī Šarḥ al-ʾĪḍāḥ. Ed. by Kāẓim Baḥr al-Marǧān. Baġdād: Manšūrāt 
Wizārat aṯ-Ṯaqāfa wa-l-ʾIʿlām, 2 vol., 1982. 

Ibn as-Sarrāǧ, ʾUṣūl = Muḥammad b. as-Sarī b. Sahl ʾAbū Bakr Ibn as-Sarrāǧ al-Baġdādī, al-
ʾUṣūl fī an-Naḥw. Ed. by ʿAbd al-Ḥusayn al-Fatlī. Bayrūt: Muʾassasat ar-Risāla, 3 vol., 
1985. 

Ibn Hišām al-ʾAnṣārī, Qaṭr = Ǧamāl ad-Dīn ʾAbū Muḥammad ʿAbdullāh b. Yūsuf Ibn Hišām 
al-ʾAnṣārī, Qaṭr an-Nadā wa-Ball aṣ-Ṣadā. Ed. by Muḥammad Muḥyī ad-Dīn ʿAbd al-
Ḥamīd. Bayrūt: al-Maktaba al-ʿAṣriyya, 1988. 

Ibn Hišām al-ʾAnṣārī, Šuḏūr = Ǧamāl ad-Dīn ʾAbū Muḥammad ʿAbdullāh b. Yūsuf Ibn Hišām 
al-ʾAnṣārī, Šuḏūr aḏ-Ḏahab. Ed. by Muḥammad as-Saʿdī Farhūd. Bayrūt: Dār al-Kitāb al-
Lubnānī, 1999. 

Ibn Mālik, ŠT = Muḥammad b. ʿAbdullāh b. ʿAbdullāh ʾAbū ʿAbdullāh Ǧamāl ad-Dīn aṭ-Ṭāʾī 
al-Ǧayyānī al-ʾAndalusī Ibn Mālik, Šarḥ at-Tashīl. Ed. by Muḥammad ʿAbd al-Qādir ʿAṭā 
& Ṭāriq Fatḥī as-Sayyid. Bayrūt: Dār al-Kutub al-ʿIlmiyya, 3 vol., 2001. 

Ibn Yaʿīš, ŠM = Muwaffaq ad-Dīn. Šarḥ al-Mufaṣṣal. 10 vols. Beirut: ʿĀlam al-Kutub, n.d. 
Ibn ʿUṣfūr, Muqarrib = ʾAbū Ḥasan ʿAlī ibn al-Muʾmin ibn Muḥammad Ibn ʿUṣfūr al-Ḥaḍramī 

アラブ文法学における5分類／岡崎 英樹 

 

〔17／18〕 

al-ʾIšbīlī, al-Muqarrib. Ed. by ʿĀdil ʾAḥmad ʿAbd al-Mawǧūd & ʿAlī Muḥammad 
Muʿawwaḍ. Bayrūt: Dār al-Kutub al-ʿIlmiyya, 1998. 

Ibn ʿUṣfūr, Šarḥ Ǧumal = ʾAbū Ḥasan ʿAlī ibn al-Muʾmin ibn Muḥammad Ibn ʿUṣfūr al-ʾIšbīlī, 
Šarḥ Ǧumal az-Zaǧǧāǧī. Ed. by Ṣāḥib ʾAbū Ǧanāḥ. 2 vols. Baġdād: Dār al-Kutub li-ṭ-
Ṭibāʿa wa-n-Našr, 1980. 

Ibn Ǧinnī, Ḫaṣāʾiṣ = ʿUṯmān b. Ǧinnī ʾAbū al-Fatḥ al-Mawṣilī, al-Ḫaṣāʾiṣ. Ed. by Muḥammad 
ʿAlī an-Naǧǧār. al-Qāhira: Dār al-Kutub al-Miṣriyya, 3 vol., 1952-1956. 

Ibn Ǧinnī, Lumaʿ = ʿUṯmān b. Ǧinnī ʾAbū al-Fatḥ al-Mawṣilī, Kitāb al-Lumaʿ fī an-Naḥw. Ed. 
by Hadi M. Kechrida. Stockholm: Almqvist & Wiksell, 1976. 

Mubarrad, Muqtaḍab = Muḥammad b. Yazīd b. ʿAbd al-ʾAkbar ʾAbū al-ʿAbbās aṯ-Ṯimālī al-
ʾAzdī al-Mubarrad, al-Muqtaḍab. Ed. by Muḥammad ʿAbd al-Ḫāliq ʿUḍayma. Bayrūt: 
ʿĀlam al-Kutub, 4 vol., n.d. 

Sībawayhi, Kitāb = ʿAmr b. ʿUṯmān b. Qanbar ʾAbū Bišr Sībawayhi, Kitāb Sībawayhi. (Le livre 
de Sîbawaihi. Traité de grammaire arabe par Sîboûya, dit Sîbawaihi) Ed. by Hartwig 
Derenbourg. Paris: Imprimerie nationale, 2 vol., 1881-1889, reprint Hildesheim & New 
York: Georg Olms Verlag, 2 vol., 1970. 

Suyūṭī, Hamʿ = ʿAbd ar-Raḥmān b. ʾAbī Bakr b. Muḥammad b. Sābiq ad-Dīn Ǧalāl ad-Dīn al-
Ḫuḍayrī aš-Šāfiʿī as-Suyūṭī, Hamʿ al-Hawāmiʿ fī Šarḥ Ǧamʿ al-Ǧawāmiʿ. Ed. by ʾAḥmad 
Šams ad-Dīn. Bayrūt: Dār al-Kutub al-ʿIlmiyya, 4 vol., 1988. 

Zaǧǧāǧī, Ǧumal = ʾAbū al-Qāsim ʿAbd ar-Raḥmān b. ʾIsḥāq az-Zaǧǧāǧī, al-Ǧumal. Ed. by Mo-
hammed Ben Cheneb. Paris: Klincksieck, 2nd ed., 1957. 

Zamaḫšarī, Mufaṣṣal = Ǧār Allāh ʾAbū al-Qāsim Maḥmūd b. ʿUmar b. Muḥammad b. ʾAḥmad 
al-Ḫawārizmī al-Zamaḫšarī, al-Mufaṣṣal fī ʿIlm al-ʿArabiyya. Bayrūt: Dār al-Ǧīl, n.d. 

 
二次文献

Carter, Michael G. 1981. Arab Linguistics. An Introductory Classical Text with Translation and 
Notes. Amsterdam & Philadelphia: John Benjamins, coll. “Studies in the History of the 
Language Sciences” 24. 

Carter, Michael G. 2009. “Sabab.” In: Encyclopedia of Arabic Language and Linguistics IV: 
101–102. 

Esseesy, Mohssen. 2006. “Apposition.” In: Encyclopedia of Arabic Language and Linguistics I: 
123–126. 

Kasher, Almog. 2010–2011. “Early Transformations of Theories about anna and an and the 
Standardization of Arabic Grammatical Tradition”. Zeitschrift für Geschichte der Arabisch-
Islamischen Wissenschaften 19. 243–256. 

Kasher, Almog. 2012. “The Term Mafʿūl in Sībawayhi’s Kitāb”. The Foundations of Arabic 
Linguistics. Sībawayhi and Early Arabic Grammatical Theory, ed. by Amal E. Marogy, 3–
26. Leiden & Boston: Brill, coll. “Studies in Semitic Languages and Linguistics” 65. 

Larcher, Pierre. 1991. “D’une grammaire l’autre: Catégorie d’adverbe et catégorie de mafʿūl 
muṭlaq”. De la grammaire de l’arabe aux grammaires des arabes, ed. by Pierre Larcher, 
Bulletin d’Études Orientales 43. 139–159. 

Levin, Aryeh. 1979. “Sībawayhi’s view of the syntactic structure of kāna wa ’axawātuhā”. Je-
rusalem Studies in Arabic and Islam 1. 185–213. 

Levin, Aryeh. 1991. “What is Meant by al-mafʿūl al-muṭlaq?”. Semitic Studies: In Honor of 
Wolf Leslau on the Occasion of his eighty-fifth Birthday, November 14th, 1991. Volume II, 
ed. by Alan S. Kaye, 919‒926. Wiesbaden: Otto Harrassowitz. 

Okazaki, Hideki. 2022. “Ibn as-Sarrāǧ’s Classification of Pseudo-Objects and the Grammatical 
Concept of faḍla.” In: The Foundations of Arabic Linguistics V. Kitāb Sībawayhi, The Crit-
ical Theory, ed. by Manuel Sartori & Francesco Binaghi, 179–197. Leiden & Boston: Brill, 

―  120  ―



アラブ・イスラム研究 第20号 (2022) 

 

〔16／18〕 

も、「5つのマフウール」の表現そのものは継承されたが、13世紀以降に大きな枠組み

の変更が行われたのである。つまり、アラブ伝統文法の歴史を通し、主要な文法家か

ら一貫して支持を得た5分類は皆無であるとも言えよう。スィーバワイヒからアルム

バッラドを経てイブン・アッサッラージュに至る8世紀から10世紀までの時期は、文

法書によって用語やアプローチに大きな隔たりがある。これに比べると、10世紀以降

は標準的な用語や文法項目が概ね定まり、大きな枠組みの修正や変更が少なくなる傾

向にあった。しかし、5分類の枠組みに関する限り、10世紀以降も絶えず変更が行わ

れていたことが確認された。al-ʾUṣūl fī an-Naḥw の章の配列や文法的な枠組みを踏襲

した、アルファーリスィーの al-ʾĪḍāḥ fī ʿIlm an-Naḥw や、イブン・ジンニーの al-
Lumaʿ fī an-Naḥw でさえ、5分類の多くについて受容せず、自らの見解に基づき修正

を加えたのである。これらの文法家には、先人の文法家の見解を無批判に受け入れた

り、5分類の枠組みを維持しようとする意図やこだわりが見られず、むしろ、自らの

見解を積極的に文法書に記載しようとする姿勢を読み取ることができる。数合わせよ

りも、純粋に言語的な分析に徹しようとする立場が優先されているのは明らかであ

る。なお、本稿では5分類に絞って考察を行ったが、al-ʾUṣūl fī an-Naḥw には50を超

える3分類が存在する。品詞の3分割を説明した「語は名詞、動詞、辞詞の3つから成

る。al-kalām yaʾtalif min ṯalāṯat ʾašyāʾ: ism wa-fiʿl wa-ḥarf, ʾUṣūl I, 36」はその代表的

なものである。これについての考察は、別の機会に譲りたい。 
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中東の国際関係を論じる上で、同盟は欠かすことができないテーマである。例え

ばイエメン内戦においてはフーシー派をイランが支援しているとされ、同派と交戦

するハーディー政権派をサウディアラビア主導の有志連合軍が支援する展開となっ

ている。本書は同盟という対外政策の決定要因として、指導者の脅威認識に焦点を

当て、その形成プロセスを論じている。事例として中東諸国を用いており、国際関

係理論研究及び中東地域研究の双方にとって示唆に富む一冊である。  
著者のメイ・ダーウィックはエディンバラ大学で博士号（政治学・国際関係論）

を取得後、2020年よりバーミンガム大学の准教授（上級講師）を務めている1)。彼

女は本書を含め、中東の事例を用いて国際関係理論の精緻化に取り組んできた。 
本書は序論と結論を含め全6章で構成されている。次に各章の議論を紹介する。  
第1章ではシリアとサウディアラビアを事例に中東の国際関係におけるパズルを

指摘した上で、リサーチ・クエスチョンを提示している。一例として1980年のイラ

ン・イラク戦争において、アラブ民族主義の国であるシリアがイランを、湾岸地域

の勢力均衡を重んじるサウディアラビアが軍事的に台頭していたイラクを支援した

ことが、コンストラクティビズムやリアリズムの一方的な見地では説明できないと

主張する。著者はこの事象を説明する上で両学派の知見を折衷する姿勢を示し、脅

威には物理的要因と観念的要因があり、どちらを指導者が重要と認識するかによっ

て同盟の選択が分岐すると仮説を立てている。本書のリサーチ・クエスチョンはこ

の仮説を立証すべく、指導者の脅威認識において、なぜ及びどのような条件下で一

方の要因がもう一方の要因を覆すのかというものである。 
第2章では物理的要因と観念的要因の詳細を論じている。まず物理的要因について

はネオリアリズムの見地から軍事力に着目し、国際政治の構造における相対的な力

の分布が「物理的安全保障（Phisycal Security）」の脅威の源泉であるとしている。

――― 
＊

 
防衛省防衛研究所 研究員。専門は中東地域研究（湾岸諸国及びイエメンの国際関係・

安全保障）。 
1) 著者の他の経歴については下記に掲載されている。 
University of Birmingham. “Dr May Darwich.” 
[https://www.birmingham.ac.uk/staff/profiles/gov/darwich-may.aspx]（2022年3月1日最終アクセス）  
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